
タ
ト
リ
£
局
、
。
ル

第
二
十
五
巻
第
二
掠
昭
和
四
十
一
年
九
月
設
行

カ
ザ

i
フ
H

大
オ
ル
ダ
の
種
族
集
圏

佐

口

透

モ
ン
ゴ
ル
帝
園
解
瞳
後
の
、
と
く
に
十
六
世
紀
以
降
の

ユ
ー
ラ

シ
ア
草
原
史
の
研
究
に
お
い

て、

カ
ザ
l
フ
民
族
が
東
モ
ン
ゴ
ル
族
や
西
モ

- 1 -

t主

し

ヵ:

き

ン
ゴ
ル
族
(
オ
イ
ラ
ー
ト
)
と
並
ん
で
、
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
筆
者
が
し
ば
し
ば
指
摘
し
て
来
た
如
く
で
あ

る
。
カ
ザ

l
フ
民
族
は
チ
A

ル
ク
系
遊
牧
民
と
し
て
、
ジ

A

ン
ガ
ル
王
園
、
ウ
ズ
ベ
ク
の
三
汗
園
、
清
帝
圏
、
ロ
シ
ア
帝
園
と
も
政
治
的
経
済

的
闘
係
を
結
ぶ
な
ど
、
十
六
|
十
七
世
紀
以
降
の
カ
ザ
l
フ
草
原
と
中
央
ア
ジ
ア
の
歴
史
に
も
額
著
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
。
カ
ザ
l
フ
民
族

の
民
族
形
成
(
エ
ト
ノ
ゲ
ネ
シ
ス
)
は
十
五
|
十
六
世
紀
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
種
族
史
の
究
明
は
モ
ン
ゴ
ル
帝
園
期
以
降
の
中
央
ア
ジ

ア
理
解
の
た
め
の
一
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
カ
ザ
1
フ
民
族
史
の
研
究
は
ウ
ズ
ベ
ク
諸
汗
闘
の
研
究
と
と
も
に
、
資
料
が
最
も
豊
富

な
ソ
連
邦
に
お
い
て
も
未
だ
十
分
で
は
な
く
、
も
ち
ろ
ん
、
わ
が
園
の
中
央
ア
ジ
ア
史
皐
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
ソ
連
邦
、
と
く
に
カ
ザ
l
フ
共
和
園
(
関
白
S
E戸

ωωHC
に
お
い
て
は
、
こ
こ
十
年
以
来
、
ロ
シ
ア
と
カ
ザ

1
フ
遊
牧
民
と
の
政

治
的
経
済
的
関
係
に
つ
い
て
の
文
献
資
料
、
と
く
に
外
交
文
書
の
整
理
編
纂
が
盛
ん
と
な
り
、
最
近
に
な
っ
て
、
か
な
り
の
量
の
史
料
集
が
刊

129 



的
に
入
手
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、

行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
尤
も
、
十
九
世
紀
中
期
以
後
刊
行
さ
れ
て
来
た
ロ
シ
ア
資
料
、
研
究
文
献
で
さ
え
、
現
在
の
我
々
に
と
っ
て
組
織

わ
が
園
で
の
本
格
的
研
究
は
容
易
で
は
な
い
。
他
方
、

一
七
五

0
年
代
か
ら
カ
ザ
l
フ
(
恰
薩
克
)
人
と

130 

外
交
、
経
済
関
係
を
結
ん
だ
清
朝
側
の
文
献
は
カ
ザ
l
フ
佐
倉
に
関
す
る
か
な
り
詳
細
な
記
事
を
含
み
、
す
で
に
筆
者
は
こ
の
史
料
を
利
用
し

て
カ
ザ
l
フ
汗
王
公
の
清
朝
に
劃
す
る
朝
貢
開
係
、
イ
リ
・
タ
ル
パ
ガ
タ
イ
に
お
け
る
カ
ザ
l
フ
支
配
階
級
の
遁
商
活
動
の
貧
態
に
つ
い
て
研

究
し
た
(
佐
口
透
『
十
八
|
十
九
世
紀
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
祉
曾
史
研
究
』

一
九
六
三
年
、
二
六
一
1
1
三
四
四
ペ
ー
ジ
)
。

カ
ザ
l
フ
に
関
す
る

清
朝
史
料
は
カ
ザ
l
フ
の
支
配
階
級
や
、

ロ
シ
ア
責
料
の
歓
を
補
う
に
足
る

イ
リ
・
タ
ル
バ
ガ
タ
イ
遁
境
地
方
に
閲
し
て
は
比
較
的
詳
し
く
、

も
の
が
あ
る
。
筆
者
は
上
記
の
研
究
に
績
い
て
カ
ザ
l
フ
草
原
史
の
研
究
を
進
め
る
に
際
し
、
清
帝
園
領
に
接
す
る
東
南
カ
ザ
l
フ
草
原
、
創

タ
ラ
ス
河
流
域
に
分
布
す
る
《
大
オ
ル
ダ
》
カ
ザ

l
フ
人
の
歴
史
に
注
目
し
て
来
た
。
本

ち
、
バ
ル
ハ
シ
湖
周
透
、

イ
リ
西
岸
か
ら
チ
A
l
、

論
は
、

ま
ず
、

ソ
連
邦
で
も
本
格
的
に
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
カ
ザ

l
フ
H
大
オ
ル
ダ
の
組
睦
的
様
相
と
、
大
オ
ル
ダ
の
カ
ザ

1
フ
人
の
種

る
い
は
、

コ
l
カ
ン
ド
、

カ
ザ
l
フ
川
大
オ
ル
ダ
の
政
治
史
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
護
る
こ
と
と
し
た
同
。

カ
ザ

l
フ
H
大
オ
ル
ダ
を
め
ぐ
る
ジ
A

ン
ガ
ル
、

ロ
シ
ア
、

清
帝
園
聞
の
園
際
関
係
、
あ

- 2ー

族
形
成
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

大
オ
ル
ダ
の
概
念

カ
ザ
l
フ
民
族
社
舎
が
十
七
世
紀
の
聞
に
、

セ
ミ
レ
チ
エ
を
含
む
東
南
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
中
部
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
西
部
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
、

地
理
的
経
済
的
に
濁
立
し
た
三
つ
の
地
域
に
区
分
さ
れ
た
こ
と
は
す
で
に
通
説
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
地
域
的
区
分
は
カ
ザ

l
フ
語
で
ジ
ュ
ズ

(NEN)
と
呼
ば
れ
、
ロ
シ
ア
人
は
オ
ル
ダ
(
。
円
仕
切
吉
正
る
と
も
呼
ん
だ
。
カ
ザ
!
フ
人
の
三
つ
の
大
き
な
種
族
連
合
が
こ
の

N
E
N
の

基
礎
と
な
っ
て
い
る
。

N

V

E

(

ま
た
は
司
ロ
N
)

は
百
の
意
味
で
は
あ
る
が
、
ヵ
ザ

l
フ
人
で
は

《
部
分
》
《
地
方
》
を
意
味
す
る
語
に
な
っ
て

タ
ラ
ス
地
方
は
カ
ザ

l
フ
民
族
の
形
成
が
最
初
に
行
わ
れ
た
地
方
と
言
わ
れ
、
こ
の
地
方
に
牧
地
を
持
つ
カ

ザ
l
フ
の
種
族
集
圏
は

d
Z
N
E
N
(大
ジ
で
ス
)
と
呼
ば
れ
、
ロ
シ
ア
文
献
で
は
曽
母
国
r
c
N
E
N
(古
ジ
ュ
ズ
〉
、

い
る
。

セ
ミ
レ
チ
ェ
、

チ
ュ

l
、

ま
た
は
切
o
p
F
3『曲



。
止
血
(
大
オ
ル
、タ
〉
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
の
代
表
的
な
種
族
は
り
己
主

味
で
は
な
く
、
貫
は
起
源
の
古
さ
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
り
、

ト
ル
ガ
イ
、

で
あ
る
。

《大
》
と
い
う
の
は
、
強
力
と
か
人
口
が
多
い
と
い
う
意

古
ジ
ュ
ズ
と
い
う
の
が
最
も
適
切
な
表
現
で
あ
る
。

次
に
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
中

部
、
即
ち
ト
ボ
ル
、

イ
シ
ム
、

ヌ-フ、

サ
リ
ス
ウ
河
を
中
心
と
す
る
地
方
に
分
布
す
る
カ
ザ
l
フ
集
圏
は

O
H
S
N
E
N
(
中
ジ

ユ
ズ
)
と
稽
し
、

ロ
シ
ア
文
献
で
は
町
包
ロ
ぷ

N
Y
Z
N
(
即
包
ミ
ミ
白
O
H
L
白
〉
と
呼
び
、
そ
の
代
表
的
な
種
族
は
〉
同
m
S
P
Z
3自由ロ
で
あ

り
、
第
三
に
シ
ル
河
下
流
域
、

ウ
ラ
ル

エム
バ
、
イ
ル
ギ
ズ
、

ト
ル
ガ
イ
流
域
に
は

H
C
n
E
N
F
E
(小
ジ

ュ
ズ
)

の
カ
ザ
l
フ
集
圏
が
形

成
さ
れ
、
宮

E
P
E
3
2
E
(若
ま
た
は
小
オ
ル
ダ
)
と
呼
ば
れ
、
そ
の
形
成
は
大
・
中
オ
ル
ダ
に
比
し
て
新
し
く
、

十
六
世
紀
中
期
に
崩

壊
し
た
ノ
ガ
イ
N

オ
ル
ダ
の
部
民
を
合
併
し
て
成
立
し
た
も
の
で
、
そ
の
中
心
種
族
は
〉
-nr5
で
あ
る
。

こ
れ
ら
三
つ
の
ジ
ュ
ズ
の
カ
ザ
l

フ
人
は
人
種
、

号国一語、

文
化
な
ど
を
共
通
と
し
て
カ
ザ
l
フ
民
族
を
形
成
し
た
と
見
ら
れ
る
。

清
朝
史
料
に
見
え
る
烏
位
玉
斯
、

都
爾
圃
玉

斯
、
斉
斉
玉
斯
が
そ
れ
ぞ
れ

d
z
u己
N
W

O
H門
回
同
位
N
U

回
ロ
E
u己
一N

に
嘗
る
こ
と
な
ど
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
が

(
佐
口
、

『
東
ト
ル
キ
ス

タ
γ
』
二
七
三
ペ
ー
ジ
以
下
)
、
こ
こ
で
は

C
Z
N
Y
Z
N
(
以
下
、

大
オ
ル
ダ
と
書
す
る
)

の
問
題
に
限
定
し
て
考
察
を
進
め
る
。
き
て
、

い
く
ら
か
詳
し
く
な
る
が
、
そ
れ
も
小
オ
ル
ダ
と ロ

-3-

シ
ア
の
カ
ザ
l
フ
草
原
に
闘
す
る
知
識
は
十
七
世
紀
末
こ
ろ
よ
り
、
通
商
聞
係
を
通
じ
て
、

中
オ
ル
ダ
の
北
部
に
限
ら
れ
、
従
っ
て
カ
ザ
l
フ
草
原
の
南
東
部
を
占
め
、

知
識
は
乏
し
く
、
ま
た
、

六
年
の
記
録
と
し
て

ウ
ラ
ル
、
シ
ベ
リ
ア
か
ら
最
も
遠
か
っ

た
大
オ
ル
ダ
に
つ
い
て
の

不
完
全
で
あ
っ
て
、
十
入
世
紀
の
三
十
年
代
に
至
っ
て
、
漸
く
百
円盤
的
に
知
ら
れ
て
来
る
。
こ
れ
よ
り
古
い
一
六
一

関白
N
R
Y
J
同
切
。

-u印ゲミ
白

O
E釦
(
カ
ザ
l
フ
川
大
オ
ル
ダ
)
と
い
う
稿
呼
が
知
ら
れ
る
が

(
岡
山

E
0・
ω
ω
)
、
そ
の
詳
し

い
事
情
は
俸
え
ら
れ
て
い
な
い
。

十
八
世
紀
に
な
る
と
、

ロ
シ
ア
と
カ
ザ
l
フ
人
と
の
通
商
関
係
の
設
展
、

ジ
A

ン
ガ
ル
の
カ
ザ
l
フ
草
原
侵
入
に
射
す
る
ロ
シ
ア
の
防
衛
策

に
関
連
し
て
、
大
オ
ル
ダ
に
つ
い
て
の
記
録
が
散
見
す
る
。
一
七
コ
二
年
十
二
月
十
六
日
付
の
逼
菩
M
・
テ
ヴ
ケ
レ
フ
(
冨
・
吋

2
Z
-
2〉
の

小
オ
ル
ダ
遺
使
日
記
に
よ
る
と
、
回
口
}
内
叩
ロ
σ包

σ白
骨
三
か
ら
聴
取
し
た
話
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
俸
え
て
い
る
(
同
H
N
O
-
-
w
g
u
文
書

Z
0・
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キ
ル

ギ
ズ
H

カ
イ

サ
ツ
H

オ
ル
ダ
は

C

E
可
己N
W

0
5仲
間
可

C
N
〔

H
O円
押
印
可

C
N〕
w

同
庁
y
q
z
N
の
三
つ

の
部
分
よ
り
成
る
。

C
-
ミ
Z
N
(
大
オ
ル

、タ
)
は
他
の
二
つ
か
ら
迅
速
く
離
れ
、
ブ
ハ
ラ
〔
?
〕
方
面
に
遊
牧
し
て
い
て
、

zgと
い
う
特
別
の
ハ
ン
が
い
る
:・
。
中
オ
ル
タ
に
は

ω
r
g
H
F宮
古
同

Z
ロ

と

関

onZ町
内
r
g
の
二
人
の
ハ
ン
と
、

HWOHErω
白
]gロ

小
オ
ル
ダ
に
は
一
人
の
〉
ゲ
ロ
一
r
r
S
H
関
『
白
ロ
と
二
人
の
サ
ル
タ
ン
が
い

中
・
小
オ
ル
ダ
と
は
寄
り
合
わ
な
い
。

か
れ
ら
に
は
の
7
0
一

及
び
〉
σ
o一ヨ
即日
2
ω
巳門田
口
と
の
二
人
の
サ
ル
タ
ン
が
お
り
、

る
g
g
)
同
内
}
忌
ロ
な
ど

こ
こ
で
は
d
Z
N
Y
C
N
(
C
E
U
言
N
)

が
カ
ザ

l
フ
草
原
の
最
南
方
に
濁
立
し
て
い
た
肢
態
に
注
目
し
て
お
き
た
い
が
、

次
に
オ
レ
ン
ブ
ル
グ
探
検
隊
長
I
・
キ
リ
ロ
フ

。7
0
一『同門田

(
H』

o-

政
治
史
上
の
問
題
に
つ
い
て
は

」
こ
で
は
省
略
し
て
述
べ
な
い
。

(

H

・同

5
一一O
〈

)

の
一
七
三
四
年
五
月
一
日
付
の
、

ア
ン
ナ
女
帝
へ
宛
て
た
オ
レ
ン
ブ
ル
グ
築
城
に
つ
い
て
の
上
奏
に
よ
る
と

(同内
MNO--

]
「
。
吋
ゆ

Z
0・
8
一
円
四
宮
司
ω戸
N
H
1
z
。・句、

一
七
三
四
年
三
月
一
日
付
の
上
奏
文
)
、

- 4一

キ
ル
ギ
ズ
H

カ
イ
サ
ク
日
オ
ル
ダ
は
誰
に
も
従
属
し
て
い
な
い
。
か
れ
ら
は
人
口
が
多
く
、
戦
闘
的
で
あ
る
が
、
今
、
陛
下
に
臣
腐
し
よ
う
と

し
て
い

る
。
す
で
に
小
オ
ル
ダ
の
ア
ブ
ー
ル
ハ
イ
ル
汗
は
多
く
の
長
老
た
ち
と
三
高
低
人
々
と
共
に
、
一
七
二
二
年
に
ロ
シ
ア
に
臣
属
し
た

キ
ル
ギ
ズ
日
カ
イ
サ
ク
日
オ
ル
ダ
は
三
つ
の
オ
ル
ダ
に
分
れ
て
い
る
。
第
一
は
大
オ
ル
ダ
で
、

そ
こ
で
は
五
高
人
が
集
ま
る
こ
と
が
で
き
、
特

別
の
自
分
の
ハ
ン
を
持
ち
、
南
東
の
プ
ハ
ラ
、

タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
、

ト
ル
キ
ス
タ
ン
及
び
ゼ
ン
ゴ
ル
H
カ
ル
ム
ィ
ク
の
支
配
者
ガ
ル
ダ
ソ
H
チ

ム

レ

ン

〔
噂
爾
丹
策
零
〕

の
〔
領
土
の
〕
近
く
に
遊
牧
し
て
い
る
。
西
は
カ
ラ
カ
ル
パ
ク
と
中
オ
ル
ダ
の
カ
イ
サ
ク
と
接
し
、
北
は
草
原
と
山

岳
に
沿
い
、

シ
ベ
リ
ア
と
ウ
フ
ァ
地
方
に
達
す
る
。
今
、
か
れ
ら
は
ロ
シ
ア
に
臣
属
を
求
め
て
来
た
・
:
・

第
二
は
中
オ
ル
ダ
で

ω『巾
B
可白
E
同
日
岡
田
ロ
が
い
る
。
:
:
:
第
三
は
小
オ
ル
ダ
で
あ
る
:

と
述
べ
て
い
る
。
大
オ
ル
ダ
(
及
び
中
オ
ル
ダ
〉
に
閲
す
る
こ
の
記
事
は
一
七
三

0
年
代
に
麗
し
、

や
や
後
年
の
、
清
朝
が
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
を
征
服
し
た
年
に
嘗
る
一
七
五
九
年
の
一
月
二
十
二
日
付
の
陸
軍
少
将
A
・
テ

ロ
シ
ア
側
の
知
識
と
し
て
は
最
も
古
い
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、



ヴ
ケ
レ
フ
ら
の
報
告
に
よ
る
と
(
同
MNO--u

勾
P
Z
0
・N
m♂
、

そ
れ
ぞ
れ
、
自
分
自
身
の
支

す
べ
て
の
キ
ル
ギ
ズ
H
カ
イ
サ
ク
族
は
古
く
か
ら
三
つ
の
オ
ル
ダ
、
即
ち
、
大
・
中
・
小
の
オ
ル
ダ
に
分
れ
、

配
者
と
長
老
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
で
、
説
明
を
要
し
な
い
。
こ
れ
ら
の
中
で
、
大
オ
ル
ダ
(
大
と
い
う
の
は
人

ロ
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
古
い
こ
と
を
示
す
〉
は
、
常
に
ト
ル
キ
ス
タ
ン

〔
市
〕
と
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
の
二
つ
の
都
市
の
か
な
た
に
遊
牧
し
て

ア
ブ

l
ル
ハ
イ
ル
汗
を
通
じ
て
ロ
シ
ア
に
臣
属
を
請
う
た
の
で
、

キ
リ
ロ
フ
を
逼
じ
て
園
書
を
逢
っ
た
。
し
か
し
、
遠
く
に
い
る
の
で
、
そ
れ
と
は
関
係
が
生
じ
な
か
っ
た
。
そ
の
オ
ル
ダ
は
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル

い
る
:
・
。
そ
し
て
、
そ
こ
の
ハ
ン
と
長
老
は
、
初
め
、

〔
小
オ
ル
ダ
の
〕

支
配
者
ガ
ル
ダ
ン
H

チ
ェ
レ
ン
が
強
力
な
た
め
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
麗
固
と
な
っ
た
・
:
・

と
俸
え
る
。
こ
れ
ら
の
報
道
に
よ
る
と
、

d
Z
N
r
E
と
い
う
カ
ザ
l
フ
集
園
は

O
三回

N
E
N
と
は
、
や
や
隔
た
っ
て
い
て
、
カ
ザ
l
フ
草
原

ト
ル
キ
ス
タ
ン
地
方
か
ら
ジ
ュ
ン
ガ
ル
王
園
本
土
と
接
す
る
地
方
(
イ
リ
、

パ
ル
ハ
シ
附
近
)
に
分
布
し
、
カ

ザ
l
フ
汗
家
と
は
別
の
チ
ョ
ル
パ
ル
ス
汗
に
支
配
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
王
園
に
征
服
さ
れ
て
、
そ
の
廃
園
(
い
わ
ゆ
る
と
Z
Z
)

と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
一
七
三

0
年
代
に
お
い
て
、

M
・
テ
ヴ
ケ
レ
フ
、

I
・
キ
リ
ロ
フ
ら
は
カ
ザ
l
フ
族
の
歴
史
、

政
治
組
織
、
部
族
構
成
な
ど
に
つ
い
て
は
具
鐙
的
な
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
俸
え
て
い
な
い
し
、
十
八
世
紀
中
に
も
大
オ
ル
ダ
の
内
肢
に
闘
す
る
ま

と
ま
っ
た
資
料
は
総
じ
て
乏
し
い
の
で
、
我
々
は
別
の
角
度
か
ら
諸
種
の
史
料
を
総
合
し
て
、
大
オ
ル
ダ
H

カ
ザ
l
フ
人
の
種
族
史
的
研
究
を

の
南
東
部
、

タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
、

進
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

大
オ
ル
タ
H
ウ
イ
ス
ン
考
誼

有
名
な
カ
ザ
l
フ
の
聞
学
者
H

知
識
人
、

チ
ョ
カ
ン
H

チ
ン
ギ
ソ
1
ヴ
ィ
チ
川
ワ
リ
ハ
ノ
フ
(
の
7
0
W
白
ロ
の
E
ロ∞伝
o
i
n
y
〈同

-pr白ロ
0
3
(
H
∞
ωω

(
「
大
キ
ル
ギ
ズ
リ
カ
イ
サ
ク
H

オ
ル
ダ
の
口
碑
俸
説
」
)
と

-
B〉
は

同

ν同
巾
仏
印

E
M『

h

w

F

】
巾
ロ
ぬ
巾
ロ
仏
可
切
O
で印

r
o』

阿
内
F

門
的

5
・r
3
2
S
F
O』

O
E可
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い
う
論
説
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
(
〈
〉
F
H阿
国
〉
Z
O〈
L
L
Sー
ロ
乙
。
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大
オ
ル
ダ
の
キ
ル
ギ
ズ
人
〔
正
し
く
は
カ
ザ
l
フ
人
〕
は
古
代
の
モ
ン
ゴ
ル
族

C
5
5
の
後
喬
で
あ
る
。
そ
の
始
租
を

宮
包

E
l
E
と
言

ぃ
、
チ
ン

ギ
ス
汗
の
同
時
代
人
で
あ
る
。
:
:
:
ウ
イ
ス
ン
H
大
オ
ル
ダ
の
キ
ル
ギ
ズ
族
の
始
祖
を
寸
ora'EF
と
呼
ぶ
が
、
こ
れ
は

呂
田
-
E

よ
り
ず
っ
と
以
前
の
人
で
あ
る
。
停
承
に
よ
る
と

叶
o
σ
2
に
は
四
人
の
子
が
あ
り
:
:
:
そ
の

一
人
の

宮
3
E
か
ら
本
来
の

口
5
5
族
が

出
た
。
オ
ル
ダ
全
鎧
の
名
稀
で
あ
る

d
5
5
は
庚
く
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
本
来
は
ウ
イ
ス
ン
族
を
指
す
も
の
で
あ
っ
た
:
:
:

大
オ
ル
ダ
の
物
語
に
よ
る
と
、

か
れ
ら
は
モ
ン
ゴ
ル
族
以
前
は
別
の
民
族
で
あ
っ
て
、

ウ
イ
ス
ン
族
の

ロλ

【
白

Frナゲ一一

は
チ
ン
ギ
ス
汗
の
即

位
の
際
に
圏
禽
〔
ク
リ
ル
タ
イ
か
?
〕
に
参
加
し
た
と
い
う
。
:
:
:
ウ
イ

ス
ン
族
は
チ

A
l
河
の
か
な
た
に
い
て
、

ハ
ン
の
居
住
地
〔
ト
ル

キ
ス
タ
ン
〕
に
隣
接
す
る
地
方
に
い
た
。

ワ
リ
ハ
ノ
フ

は
十
九
世
紀
中
期
の

カ
ザ
l
フ
汗
家
の
出
身
で
あ
り
(
ワ
リ
l
汗
の
孫
〉
、

た
と
え
、
撃
者
・
知
識
人
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
十

八
世
紀
以
前
の
大
オ
ル
ダ
の
歴
史
を
精
確
に
研
究
し
得
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、

か
れ
の
記
事
は
重
要
な
責

-6-

料
と
し
て
債
値
を
持
つ
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
大
オ
ル
ダ
の
カ
ザ
!
フ
人
が

d
E旨

と
い
う
種
族
名
で
総
稀
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

そ
の
始
祖
は
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
時
代
の

d
zロ
ロ
と
い
う
モ
ン
ゴ
ル
族
の
冨
包
E
と
い
う
ビ
ィ

l
で、

チ
ン
ギ
ス
汗
と
同
時
代
の
貴
族
で
あ
る
こ

(
例
え
ば

同
民
国
ぬ
白
P

富市
r
z
p

と
い
う
説
話
的
系
譜
を
惇
え
て
い
る
が
、
こ
の
説
話
の
批
判
は
こ
こ
で
は
深
く
言
及
し
な

Wn

と
、
こ
の

C
55
族
の
名
が
大
オ
ル
ダ
H

カ
ザ
l
フ
人
の
棺
稽
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ワ
リ
ハ
ノ
フ
は

叶
o
g
-
-
σ
z

(
こ
の
人
物
は
不
明
で
あ
る
が
〉
か
ら
大
オ
ル
ダ
リ
カ
ザ

l
フ
の
諸
種
族

間同ロ
m
S
な
ど
)
が
護
生
し
た

問
題
は
モ
ン
ゴ
ル
帝
園
期
の

5
2ロ
族
の

E
3
E
が
大
オ
ル
、タ
H

カ
ザ
l
フ
人
の
始
組
で
あ
る
と
い
う
俸
承
そ
の
も
の
で
あ
る
。
局
開
承
と
は
言
え
、

冨回一
E
と
い
う
ビ
ィ

l

(
ベ
ク
)
は

チ
ン
ギ
ス
汗
の
即
位
の
大
倉
(
ク
リ
ル
タ
イ
)
に
参
加
し
た
人
物
と
惇
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、

何
ら
か
の
史
買
を
反
映
し
て
い
る
と
推
定
で
き

モ
ン
ゴ
ル
帝
園
期
の

C
E
Hロ
と
レ
う
種
族
も
何
ら
か
の
史
寅
に
基
づ
い
て
い
る
に
相
違
な
い
。
ワ
リ
ハ
ノ
フ
以
外
で
も
、
十

る
し
、
ま
た
、

八
ー
十
九
世
紀
の

ロ
シ
ア
資
料
(
阿
見
Ol--
)
で
は
、
大
オ
ル
ダ
は

5
n吉
田
守
口

4
5
)w

。ュ8
2
(0
5
4
5〉
・
志
向
同
国

(巳田口ロ
)
・
5
n
苫

(
吉
凶
ロ
ロ
)
な
ど
と
呼
ば
れ

C
5
5
(ま
た
は

C
5
5
0止
と

は
大
オ
ル
ダ
の
カ
ザ
l
フ
人
の
総
穏
と
し
て
贋
く
用
い
ら
れ
て
い
る
(
以



下
、
ウ
イ
ス
ン
と
潟
す
〉
。
〈
・
〈
・
切
〉
剛
山
吋
，
出
O
Fロ

(ω
刊日目

H
2
r
1・

い
る
が
、
音
韻
の
類
似
や
分
布
地
の
共
通
と
い
小
黙
で
雨
者
の
関
連
性
も
思
い
つ
か
れ
る
が
、

ω
刊
百
円
開
口

}H1・
∞
ゲ
註
〉
は
こ
の
設
を
否
定
し
、

H
Y
H
J可〉
Z
O
〈

(
o
n
Y
2
f
r
hHN〉
も
疑
わ
し
い
と
考
え
て
お
り
、

況
(
松
田
害
時
男
博
士
『
古
代
天
山
の
歴
史
地
理
皐
的
研
究
』
参
照
)
か
ら
見
て
も
、
史
賓
と
し
て
は
謹
援
が
な
い
の
で
、
切
〉
HN
叶
出
O
Fり
の

∞H
)

は

d
u
E
H
を
古
代
天
山
の
烏
孫

(
巧
ロ
必
ロ
ロ
)
に
比
定
し
て

〈
・
冨
H
Z
O
H
N
ω
同
J
円

(HW
〉
列
、
吋
問
。
F
U
W

烏
孫
王
園
の
解
鐙
肢

設
は
し
り
ぞ
け
た
い
。
ま
た
、

カ
ザ
l
フ
共
和
園
史
第
一
巻
(
同
開
ω
ω
H
N
〉
が
、

烏
孫
が
カ
ザ
l
フ
の
種
族
構
成
の
中
に
入
っ
た
と
し
て
い
る

の
も
根
援
が
な
い
。

ウ
イ
ス
ン
の
名
稽
が
十
九
世
紀
初
頭
の
清
朝
文
献
に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
即
ち
、
新
彊
識
略
巻
十
二
に
よ
る
と
、

恰
薩
克
内
、
有
伊
克
準
、
多
木
達
準
、
巴
宰
準
三
部
、
伊
克
準
卸
衛
遜
郭
拓
克

と
あ
り
、
伊
克
準
停
?
N
Yロ
ロ
は

S
0・
ヨ
}
内
巾
』
ロ
N
(大
ジ
ュ
ズ
〉
の
音
羽
一
時
で
、
〕
B
w
m
E
N
は
ま
た

C
F
N
E
N
(
大
ジ
ュ
ズ
)
の
モ
ン
ゴ

- 7ー

ル
罪
で
あ
り
、
こ
れ
が
衛
遜
当
巾

Z
E
都
拓
克

(ozw)
に
嘗
る
と
の
意
で
あ
り
、

つ
ま
り
、
大
オ
ル
ダ
は
当
2
・2
ロ
ハ
巳

E
ロ
と
呼
ば
れ

て
い
た
こ
と
を
示
す
(
多
木
達
準
仏
己
B
E
N
Eロ
H
O
Z白

N
E
P
巴
牢
準

E
m
y白

N
Y
E
H百
n
E
N
E
N
で
あ
る
こ
と
は
佐
口
、

前
掲
書

参
照
)
。
新
彊
識
略
巻
十
二
に
よ
る
と
、
衛
遜
の
二
十
五
オ
ト
ッ
ク
は
伊
撃
未
倫
の
西
、
数
砧
の
地
方
(
即
ち
セ
ミ
レ
チ
エ
以
西
)
に
分
布
す
る

乾
隆
五
十
九
年
一
月
壬
寅
)
、
玉
孫

JP・2
ロ
(
西
睡
線
統
事
略
巻

と
停
与
え
て
い
る
が
、
他
に
、
威
孫
当
2
1
2ロ
(
高
宗
貧
録
巻
一
四
四
四
、

十
一
)
も
同
じ
く

C
2
5
(
J
P師
三
口
)
の
漢
語
名
で
、
十
八
世
紀
末
の
清
朝
嘗
局
で
も
、
こ
の
種
族
名
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
て
チ
ン
ギ
ス
汗
時
代
の
ビ
ィ
ー
と
い
わ
れ
る
冨
3
E
は
嘗
時
の
モ
ン
ゴ
ル
領
主
即
ち
ロ
oヨ
ロ
階
綾
の
人
で
あ
り
、
冨
3
E
と
い
う
人

物
は
嘗
時
の
記
録
に
は
直
接
見
嘗
ら
な
い
が
、

カ
ザ
l
フ
草
原
に
関
係
が
あ
る
と
見
ら
れ
る
観
貼
か
ら
、

ジ
ュ
ウ
チ
H
ウ
ル
ス
の
部
族
・
軍
事

組
織
に
つ
い
て
列
〉
ω
出
口
)
〉
「
ロ
H
Z
の
記
事
を
参
照
す
べ
き
で
あ
る
。

HN
〉
ω
国
同
ロ

(
H
l
F
N記
)
は
ジ
ュ
ウ
チ
H
ウ
ル
ス
の
千
戸
に
つ
い

て
、
こ
う
惇
え
て
い
る
。

135 

ジ
ュ
ウ
チ
の
四
千
戸
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H
-

冨
ロ
ロ
mr
f
千
戸
。
盟
百
円
族
出
身
、
バ
ツ
l
の
時
代
に
左
翼
軍
を
指
揮
し
た
。

N
-

H
内

E
mMH帥
戸
何
回
門

mg
tロO
苫
ロ・

関山口
mH円
族
出
身
。

ω
・
出
回
目
E
S
H
千
戸
。
回目印
E
ロ
族
エ
ミ
l
ル
の
出
身
、
切
0
0
2
E
〔
吋
〕
白
O
U
『白ロ

の

一一
族
の
人
。

品
・
閉
山
田
内
山
口
千
戸
。
同国
的宮口

族
出
身
、
右
翼
を
指
揮
し
た
。

以
上
が
ジ
A

ウ
チ
に
分
配
さ
れ
た
四
千
戸
の
軍
隊
で
、
現
在
〔
十
四
世
紀
の
初
め
〕
、
寸
o
r
r
s
ハ
金
帳
汗
)
と

切
m
q
E
(白
帳
汗
)

の
軍

院
の
大
部
分
は
こ
れ
ら
の
後
喬
で
あ
る
。

こ
の
記
事
で
、

ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は

出
国
間
百
ロ
族
出
身
の

回
出
。
口
千
戸
で
あ
り
、
こ
の
人
物
が
ワ
リ
ハ
ノ
フ
の
言
う

C
5
5
族
出
身

の
昌
巳
E
r
u
に
嘗
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

こ
の
偲
読
の
も
と
に
、

モ
ン
ゴ

ル
帝
園
に
お
け
る

出回目

r
g
種
族
の
足
跡
を

検
討
し
て
み
よ
う。

さ
て
、

ジ

ム
ウ
チ
の
四
千
戸
の
う
ち

冨
回
ロ
m
r
r
(元
朝
秘
史
の
蒙
客
冗
見
)
、

何
回
包
ロ

(
岡山〉
ω出
回
ロ
日
lr

@
 

別
と
し
て
、
同
r
r
I
E
千
戸
と
切
虫
色
千
戸
と
が
と
も
に
同
宮
古
ロ
族
出
身
で
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
、
同
時
に
出
回
印
宮
口
族
の
部
民
の

ロ斗
1
l
∞
参
照
)
の
二
人
は

一回一

い
く
ら
か
も
キ
プ
チ

ャ
ク
草
原
に
移
動
し
た
で
あ
ろ
う
と
見
ら
れ
る
。
次
に
H
N

〉
ω出
口
)

〉
回
、
ー
ロ
ロ
A
Q
-
-‘
ロド

l
N)
の
レ
わ
ゆ
る
《
部
族

停
》
の

宮

cg--
河
口
印
冨
ロ

ハフ

l
シ
l
ン
族
)
の
項
を
見
る
と
、
「
切
O
円
削
∞

ro-
ロ
O
山
、
同
ロ
は
フ

l
シ
l
ン
族
の
出
身
で
、
チ
ン
ギ
ス
汗
の
功

臣
で
あ
り
、
右
翼
の

エ
ミ
l
ル
(
千
戸
)
で
あ
っ
て
、

回
o
m
Y
O
E
E
(博
爾
尤
)
ロO
M
『同
ロ
の
副
官
で
あ
っ
た
が
、

叶
o
s
e
族
と
の
戦
い
で
殺

さ
れ
た
」
と
停
え
て
お
り
、

ま
た
、
河
〉

ω出
向
〉
〉
戸
『
ロ
ロ
ム
(同l
F
N
∞
∞
)
の
右
翼
千
戸
の
僚
に
も
、
出
回
日
吉
ロ

族
出
身
の

切
O

同
U
m
E
-
D
0
3ロ

に
つ
い
て
、
大
た
い
同
じ
記
事
を
の
せ
て
い
る
が
、

回目

mrg
種
族
自
佳
に
つ
い
て
は
詳
し
い
こ
と
は
停
え
て
い
な
い
。

町一
、、・-、

ナ
'
ナ
r

モ
ン
ゴ
ル
諸

種
族
の
分
類
上
で
は
、

〉岡、，
U
H
Z
W

同

lr

吋∞)

gp 
ち

モ
ン
ゴ
ル
族
の
ダ
ル
レ
ギ
ン
集
園
の
中
に
入
っ
て
い
る
口
任問ロ

族

(
河
〉
ω出
向
v

出
回
目
古
ロ

族
が
奉
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
原
住
地
や
民
族
誌
な
ど
は
記
さ
れ
て
い
な
.ぃ。

元
朝
秘
史
に
も
チ
ン
ギ
ス
汗
の
功
臣
、
四
駿

2
0H-

Z
ロ

W
E
q
E
)
の
一
人
と
し
て

の
索
機
冗
〈
忽
)
勤

切
O
H
O-
己

の
事
蹟
は
も
と
よ
り
記
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
こ
で
は
、
か
れ
は
出
宮
古
ロ



族
の
出
身
で
あ
る
こ
と
は
記
さ
れ
て
は
い
な
い
。
恐
ら
く
、
切
O
H
Z
r巳
が
チ
ン
ギ
ス
汗
帝
園
の
建
設
を
見
な
い
で
、
早
く
戦
残
し
た
の
で
元

朝
秘
史
の
記
録
を
逸
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
元
史
巻
一
一
九
、

博
爾
忽
列
博
に
よ
る
と
、

「
博
爾
忽
(
切

0
5宮
-
J切
E
R
E
-
)
許
冗

恨
氏
」
と
出
身
を
記
し
、

元
明
善
の
太
師
浜
陽
忠
武
王
碑
(
元
文
類
巻
二
十
三
)
に
は
「
謹
按
忠
武
王
、

誇
月
赤
察
見
、

姓
許
慎
氏
、

曾
大

父
博
爾
葎
也
」
と
し
て
、
元
朝
の
武
臣
月
赤
察
見

(
J
P巾
'nrrng'mH〉
の
曾
祖
父
博
爾
海
(
切
OHOAc--切
O
H
f
E
C
が
許
憤
氏
の
出
身
で

あ
る
と
俸
え
る
。
許
冗
慎

E
1
4
2・
岱
宮
、
許
憤

Ewe佐
和
ロ
(
音
韻
は
『
孜
定
中
原
音
韻
』
.に
よ
る
〉

は
モ
ン
ゴ
ル
原
語
で
は

且
宵

ymw位印
}
比

HHW

J
f
r
g
(
B
0・
3
E
r
r
-ロ
〉
と
推
定
さ
れ
、

河
〉
ω民
同
ロ
〉
戸
口
H
Z
の
ベ
ル
シ
ア
語
形

r
f
z
p
ま
た
は
宮
山
江
主
・
7

の
な
い

o
m
r
s

に
嘗
る
こ
と
は
疑
い
を
入
れ
ず
、
さ
ら
に
南
村
鞍
耕
録
巻
一
の
民
族
、
蒙
古
七
十
二
種
の
中
の
忽
神
宮
'
田
広
ロ

も
許
冗
慢
、
許
恨
の
襲
形
で

あ
ろ
う
(
た
だ
し
忽
神
忙
冗
ヂ
と
あ
る
語
は
重
複
に
よ
る
誤
記
で
あ
ろ
う
。

E
N
F
F
H
(〉

H
J

の
き
否
認
5mw
戸
|
誌
に
註
稗
が
あ
る
)
。

こ
の
よ
う
に
切
骨
劃
mr己
と
レ
う
人
物
を
媒
睦
と
し
て
考
え
る
と
、

許
冗
憤

rロ・
4
2・佐和ロ

と
い
う
種
族
名
は

河
〉
ω出
口
)
〉
「
ロ
H
Z

明
ら
か
で
は
な
い
に
せ
よ
、

」
の
種
族
か
ら

切
O
H
X
E
-
千
戸
と
そ
の
子
孫

ジ
ュ
ウ
チ
H
ウ
ル
ス
に
は

国

r
v
E
E
千
戸
と
切
位
向
山
口
千

ー 9-

の
田
口
田
宮
口
(
。
同
己
加
古
口
)
に
嘗
る
こ
と
は
確
貫
で
あ
り
、

チ
ン
ギ
ス
汗
帝
固
形
成
期
に
お
け
る

出
回
目
古
口
族
の
貧
鐙
は
史
料
上
は
あ
ま
り

戸
と
い
う
領
主
(
ロ
。
ヨ
ロ
)
が
存
在
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、

「
チ
ン
ギ
ス
汗
家
の
ベ
ク
で
、
モ
ン
ゴ
ル
系

d
uロ
ロ
族
出
身
」
と
停
え
る
宮
巳
E

ジ
A

ウ
チ
H

ウ
ル
ス
に
お
け
る
同

r
r
g
族
の
切
包
門
も
は
、

に
比
定
し
う
る
こ
と
は
十
分
に
可
能
と
言
わ
ね
ば
な
ら

ワ
リ
ハ
ノ
フ
が

:、

。

ナ
ん

ILV

ま
ず
、
博
爾
忽
(
切
A
U
H
X
E一
〉
の
子
孫
と
し
て

は
、
脆
歓
(
、
H，omyoロ
)w
失
烈
門

3
5
5
E
)
の
後
、
月
赤
察
見

(
J
P
3
7
F
a
n
z・2
)
が
あ
か
、
ウ
ゲ
デ
イ
汗
、

こ
こ
で
出
回
目
宮
ロ
族
出
身
の
貴
族
た
ち
に
つ
い
て
も
う
少
し
窺
っ
て
見
る
必
要
が
あ
る
。

マ
ン
グ
汗
及
び
元
朝
の
ク

ビ
ラ
イ
汗
に
仕
え
、
海
都
と
の
戦
争
に
武
功
を
樹
て
、
そ
の
子
孫
も
元
朝
の
武
人
・

官
人
と
し
て
楽
え
た
こ
と
は
太
師
浜
陽
忠
武
王
碑
銘
に
詳

し
山
。
ま
た

H
Z
ω
Eロ
〉

F
'
E
Z
(戸
NON〉
に
よ
る
と
、
ツ
ル
イ
の
子

O
E
E
Z
(忽
観
都
)
の
子
が

、H，
p
r
u
-
E
G
U
で
あ
る
が
、
そ

137 

の
二
女
の

ω
E円
E

Z
附
は

C
凹
官
ロ
族
の
叶
o
r
E
l
m
u同
包
ロ
の
妻
に
な
っ
た
と
い
う

(閉山〉
ω出
H
U
〉
F-UHZU
同
IF--NO∞
に
は
叶
ow'



138 

nEI何
回
晶
山
口
、
が

フ
ラ
l
グ
汗
の
一
族
で

ω
E
H
E
と
い
う
女
と
結
婚
し
た
と
俸
え
る
〉
。
衣
に
、

「
ア
リ
ク
ヘ
フ
カ
の
子

JEゲ
ロ

r口
円
(
玉

木
忽
爾
)
は
妻

H
2
D
L
R

の
死
後
、
〔
目
印
包
巾
?
〕
阿

Q
M昨日ロ

の
家
族
か
ら

即
ち
の
m
y
z
族
か
ら
要
り
、

二
子
が
で
き
た
(
河
〉
ω出
口
)

〉
戸
t

り
HZW
戸

NCH
)」
と
俸
え
ら
れ
て
い
る
。
河
〉
ω出
国
)
〉
円
、
，
り
H
Z
(口
W
5
3
の
ク
ビ
ラ
イ
汗
俸
に
よ
る
と
「
ク
ビ
ラ
イ
の
妃
の
一
人
、

国
r
E
D
]同
ロ
は

cza--
ロ
ouEロ
の
娘
で
、
ク
ビ
ラ
イ
の
第
八
子

〉

u
b
n
Z
(愛
牙
赤
)
を
生
ん
だ
」
と
あ
り
、
口
円

E
己
ロ
O
M
『
白
ロ
は
も
ち

ろ
ん

回
。
岡
山
∞
『
己
ロ
。

3
D
の
こ
と
で
(
児
〉

ω回
口
)
〉
戸
口
H
Z
L
I
-
-
]弓い山)・

こ
こ
で
は
同
旨
E
3
g
の
代
り
に
口
笹
口
宮
ロ
と
書
か
れ
て

い
る
。

以
上
に
よ
る
と
、
元
朝
に
お
い
て
出

r
v
g
族
と
元
帝
室
と
の
聞
の
婚
姻
が
行
わ
れ
て
お
り
、
出
口
凹
宮
口
族
は
無
名
の
種
族
で
は
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
り
、
前
述
の
よ
う
に
博
爾
忽
の
曾
孫
月
赤
察
見
は
元
朝
に
お
い
て
武
功
を
重
ね
た
重
臣
で
、
元
明
善
は
「
惟
天
朝
一
家
、
九
州
四
海
、

還
遁
畏
威
綬
徳
者
、
蓋
許
慣
氏
興
有
力
鷲
、
惟
許
慎
氏
、
五
世
六
王
六
太
師
、
始
終
恩
数
赫
突
者
、
賞
天
朝
有
大
造
鷲
・
:
、
宣
乎
男
婚
帝
族
、

女
媛
王
家
(
太
師
浜
陽
忠
武
王
碑
)
」
と
述
べ
て
、
出
口
田
宮
口
族
の
月
赤
察
児
の
家
系
を
稽
え
て
い
る
。
出
。
加
古
ロ
族
は
元
朝
に
お
い
て
決
し

て
無
視
で
き
な
い
種
族
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
ソ

-10 -

国回目
r
x訟
が
ジ
ュ
ウ
チ
日
ウ
ル
ス
の
千
戸
長
と
し
て
移
動
し
た
キ
プ
チ
ャ
ク
草
原
に
お
い
て
は

同
5
Y
5
族
は
ど
の
よ
う
な
饗
遷
を
示
し
た
か
。
ま
ず
、
出
回
目
宮
口
族
に
つ
い
て
の
記
事
と
し
て
、
パ
ツ

l
の
第
二
子

H
，

E
山
口
の
第
三
子
で

今ζ

国

r
r
g
族
の

回但円山口

及
び

あ
る
冨
ロ
ロ
官
叶
問
自
身
の
三
人
の
妃
妾
の
一
人
と
し
て
、
ロ
印
宮
ロ
族
出
身
の

ω己
百
ロ
間
百
件
。
ロ
と
い
う
者
、が
い
た
こ
と
も
、

や
は
り
注
目

に
値
し
よ
う

(
河
〉

ω出
H
U
K
F
F
'
U
H
Z
W
ロ
w
、吋
NUHM何回、
F
H
O吋
・
国
O
丘
町
円

O
H
W
g
w
ロO
芯
)
。
し
か
し
、
切
M
F
5
0

と

国
g
E
S
F
南
千
戸

の
そ
の
後
の
事
情
が
問
題
と
な
ろ
う
。

ジ

ュ
ウ
チ
の
長
子
は

O
正
田
で
、
衣
子
は
切
削
件
。
で
あ
る
が
、

ジ
ュ
ウ
チ
日
ウ
ル
ス
の
汗
位
(
金
帳

汗
)
は
パ
ツ
ー
が
縫
承
し
、

オ
ル
ダ
は
金
帳
汗
の
兄
と
し
て
品
尊
敬
を
受
け
た
が
、
以
後
、

オ
ル
ダ
家
は
〉
ρ
O
H
E
(白
帳
汗
)
の
支
配
者
と

し
て
金
帳
汗
と
は
濁
立
の
地
位
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ジ
ュ
ウ
チ
他
界
後
の
ジ
ュ
ウ
チ
H
ウ
ル
ス
の
軍
陵
に
つ
い
て
河
〉

ω民
間
)
〉
「

U
H
Z
Q
F
g
)
は
衣
の
よ
う
に
停
え
て
い
る
。



ジ
ュ
ウ
チ
の
長
子
は
オ
ル
ダ
で
あ
る
が
、

女
子
バ
ツ
ー
が
ジ
ュ
ウ
チ
H

ウ
ル
ス
の
汗
位
を
継
い
だ
。

ジ
ュ
ウ
チ
汗
の
軍
隊
の
一
半
を
オ
ル
ダ

一
宇
を
パ
ツ

ー
が
指
揮
し
た
。
オ
ル
ダ
は
こ
の
軍
陵
と
四
人
の
兄
弟
口
仏
0
3

寸
白
色
'
寸
同
ヨ
ロ
ア

ω}MEm-内
回
目
と
共
に

ン
ゴ
ル
〕
軍
の
左
翼
と
な
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
左
翼
の
王
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
現
在
も
〔
十
四
世
紀
初
め
〕
か
れ
ら
の
種
族
は
、

が
指
揮
し
、

オ
ル
ダ
の
種
族
と
一
し
ょ
に
い
る
。

か
れ
の
ユ
ル
ト
と
こ
れ
ら
兄
弟
の
ユ
ル
ト
・
軍
隊
は
〔
原
文
紋
〕
漫
境
の
左
岸
に
い
る
。
か
れ
の
ウ
ル

ス
と
諸
子
は
常
に
そ
こ
に
い
る
。
最
初
か
ら
オ
ル
ダ
の
種
族
か
ら
パ
ツ
l
の
種
族
の
汗
の
と
こ
ろ
へ
行
く
機
舎
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
の
は

雨
者
は
遠
く
隔
た
っ
て
い
て
、

オ
ル
ダ
家
は
パ
ツ
!
の
代
理
者
の
如
く
見
ら
れ
、

今
、
オ
ル
ダ
川
ウ
ル
ス
の
王
で
あ
る
が
:
;
:
パ
ツ

l
H
ウ

濁
立
の
園
を
な
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ヤ
ル
ル
ィ

ク

(
勅
識
〉
で
は
、

バ
ツ
l
の
上
位
に
署
名
す
る
。

ル
ス
の
王
吋
o
F
S
の
地
方
の
園
境
へ
赴
い
た
。

。
巳
丘
同
の
子
の
切
削
可
削
ロ
は
、

こ
れ
に
よ
る
と
ジ
ュ
ウ
チ
の
軍
隊
は
二
分
さ
れ
て
、
オ
ル
ダ
と
パ
ツ
l
の
支
配
下
に
入
っ
た
わ
け
で
、
即
ち
、
サ
ラ
イ
を
都
と
す
る
〉
-Zロ

。
丘
同
(
金
帳
汗
)
と
、
シ
ル
河
北
方
、
サ
リ
ス
ウ
河
方
面
に
根
擦
を
お
く

〉
ρ
O
E白
(
白
帳
汗
)
の
聞
に
二
分
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。
前
述

の
よ
う
に
十
四
世
紀
の
初
め
、
金
帳
汗
吋
o
r
r
g
と
白
帳
汗
回

S
E
の
軍
陵
の
大
部
分
は
ジ
ュ
ウ
チ
の
四
千
戸
の
後
沓
で
、
他
に
ロ
シ
ア

・
チ
ェ
ル

ケ
ス

・
キ
プ
チ
ャ

ク
・
マ
ジ
ャ
ル
の
軍
隊
、
が
編
入
さ
れ
て
い
る
が
、

出
国
田
宮
口
族
の
千
戸
の
所
在
に
つ
い
て
は
知
る
と
こ
ろ
が
な

い
。
し
か
し
、
出

r
r
g
族
の
集
圏
が
金
帳
汗
園
に
も
白
帳
汗
園
に
も
分
布
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
嘗
然
推
定
で
き
る
。

出
回
目
宮
民
族
が
キ
プ
チ
ャ
ク
汗
園
解
穫
後
も
な
お
、
そ
の
種
族
的
存
在
と
俸
統
と
を
今
の
カ
ザ
l
フ
草
原
に
お
い
て
保
持
し
た
こ
と
に
つ
い

て
は
諸
種
の
根
援
が
あ
る
。
例
え
ば
十
七
世
紀
の
中
央
ア
ジ
ア
史
家
冨
〉
出
宮
C
り
H
H
W
Z

〈
〉
口

の
切
島
町
白
-'BH劃
同
(
紳
秘
の
海
〉
に

o
m
rロN
W

Z
曲
目
自
由
HMW

切
巳
z
r
w
C可
白

F
O
R
-ロ
G
w
o
s
r
o
n
r
r

o
oロ
mm円

z
r
関
2
2
F
切由同

-g
か
ら
成
っ
て
い
た
(
〉
何
回
冨
切
り
O
〈
w

民
ω〉」
と
い
う
が
、

る
チ
A

ル
ク
川
モ
ン
ゴ
ル
系
諸
種
族
の
中
に

C
Eロ
族
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

ト
」
町
ヲ
ハ

VLι

、

「
パ
ツ
l
汗
の
軍
隊
(
キ
プ
チ
ャ
ク
の
軍
隊
〉
は
〉
同
mru『

P

d
z
p
Z
E
m
-

ハ
ツ
l
の
軍
隊
を
構
成
す

ま
た
、

吋
由
正
F
r・
-
〉
σ巴
'
同
町
巳
同
開
『
削
ロ

139 

シ
ェ
イ
パ
ン
家
の

〉
ゲ
巳
'阿内

}

H

同
町
内
町
戸
山
口

の
下
に
集
園
を
形
成
し
た
《
遊
牧
ウ
ズ
ベ
ク
》
の

に
よ
る
と
、
金
帳

・
白
帳
雨
汗
園
の
解
鐙
後
、

，--.. 

モ

-11-
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軍
隊
は
蔦
戸
制
に
よ
っ
て
編
制
さ
れ
て
い
た
が

の

《
遊
牧
ウ
ズ
ベ
ク
》

を
構
成
す
る
チ
ュ
ル
ク
H

モ
ン
ゴ
ル
系
諸
種
族
は
、

右
翼

|
|

ロロロ回同
H
M
W

叶ロゲ
3u

。ESσ
国
H
U

ロ
話

5
左
翼
|
|
切
E
H
E
f
関
山
可
釦
件
w

。。ロ
m
m
z
y
Z
巳
B
担
問d
w

o
s
y
o
n
F
宮
g
m可
門

C
5
5
 

c
r白
g
r
'
Z
3
5田口
w
し『巳

c
r
は

】
同
宮
町

の

一
部
か
〉
w
同
}阿国門
F

O
R
EGW
阿内巾ロ
巾ぬ
g
uHnvrr

、H，
G
B
S
'冨
5
m
で
あ

っ
た

(
〉
阿
国
富
何
日
)
O〈
w
5
ε
。
十
五
世
紀
の
東
部
キ
プ
チ
ャ

ク
草
原
(
即
ち
後
の
カ
ザ
l
フ
草
原
)
に
は
、
モ
ン

ゴ
ル
帝
園
期
に
移
動
し
た
モ

ン
ゴ
ル
系
諸
種
族
の
著
名
な
も
の
が
数
多
く
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
す
べ
て
は
す
で
に
ト
ル
コ
化
し
て
い
た
で
あ

2
2・
中
翼
|
l
H
，

gm山口
f

d
g
F
 

ろ
う
が

そ
の
中
に

C
5
5
族
が
存
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

の

口
岳
ロ
ロ

(己
目ロロ
〉

族
が
ジ
A

ウ
チ
H

ウ
ル
ス
の
部
族
を
構
成
し
た

C
F
Z
族
の
後
育
、

ま
た
は
種
族
的
停
統
を
う
け
つ
い
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
推
定
で
き
る
。

白
帳
ウ
ル
ス
に
も
存
績
し
、

ロ
与
ロ
ロ

族
の
集
圏
は
パ
ツ

l
u
ウ
ル
ス
に
も

一
三
九
五
年
に
ト
ク
タ
ミ
シ
ュ
が

チ
ム

l
ル
に
敗
北
を
喫
し
、
そ
の
後
、
東
部
キ
プ
チ
ャ
ク
草
原
に
シ
ェ
イ
λ

ン
家
の

《遊
牧
ウ
ズ
ベ
ク
》
集
圏
が
新
ら
た
に
形
成
さ
れ
た
と
き

に
も
、
そ
の
種
族
名
を
傍
え
る
集
固
が
存
績
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
三
六
O
|八
O
年
に
白
帳
、
汗
の

叶。
rr
S
5
3
r
が
雨
ウ
ル
ス
を
統
一
し
、

ま
た
、
金
帳
汗
園
解
陸
後
、
濁
立
し
て
形
成
さ
れ
た

Z
8
3
族
の
集
園

(Z
o
m
3
c
-
5)
の
種
族
構
成
を
見
る
と
、

十
七
世
紀
中
期
に

-12一

お
い
て
、

宮
自
問
円

(
O向
日
』宮
g
君
。
w
。
ョ
ロ
宮
子
同
g
m
f
w
z
g
g
p

閃

g
a
gw
宮
5
m
w
z
z
r
E
な
ど
の
種
族
が
あ
り
(
宮
同
開
戸
自
)、

。。ロ
m
m
E-f

0
1
2・

cuぷ
守
口
同

(J
p
m
c
H〉
u

d
u
F
E
M・

」
の
中
に
見
え
る

己
主
凶
ロ
ロ

も
ジ

ュ
ウ
チ
H
ウ
ル
ス
期
の

田
宮
古
口

(己
印
宮
口
)
種
族
名
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
く
、
十
六
世
紀
こ
ろ

Z
o
m
3
c
-
5
の
構
成
分
子
と
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

四
0
年
代
に
お
け
る

O
RZ
と

3
A
民
族
を
構
成
す
る
種
族
と
し
て
、
0
3
3
(同
E
E
V

さ
ら
に

七

同

0

・
C
E
H
P
T
σ
〕

EW
百
三
σ
宮

E
ロ
な
ど
の
存
在
が
知
ら
れ
(冨
同
開
戸

巴
)

w

ア
ラ
ル
海
周
迭
で
カ
ラ
カ
ル
パ
ク
民
族
集
園
へ
参
加
し
た
も
の
に
相
違
な
い
。

。。ロ
m
m
g
f
同
巾
ロ
巾
常
的
w
冨
g
m可
f

oヨ
ロ
r
'

出
回
目
宮
ロ

(凸
品
目
ロ
)
の
後
喬
が
十
六
世
紀
こ
ろ
よ
り
、

一
七
四

O
l
一
八

一
八
年
に
わ
た
る
中
央
ア
ジ
ア
史
を
書
い
た
ベ
ル
シ
ア
の
歴
史
家
風
〉

E
白
ナ
関
白
ユ
B

O
ヨ

n
V
2
と

O
R
Z
に
つ
い
て
こ
う
記
し
て
い
る
(
〉
切
り
O
C
F
同
開
何
回
向
回
o
d同
国
〉
M
N
J
F
H
81
3
0

次
に
、

同
凶
ロ

r
y
U
H
同
は
り

2
7
t



タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
、

コ
l
カ
ン
ド
か
ら
ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ
ン
、

ナ
マ
ン
ガ
ン
、

カ
シ
ュ
ガ
ル
に
至
る
地
方
の
種
族
〔
豆
宮
〕

は

OOCHMmro口同白同

〔

O
O邑
m
m
E一件

〕

u

国
ocnr同
Hr

。円円白

JPNU 
OF円
四
日
比
N
-

、H
，ι叩
同
同
戸
中
『

な
ど
で
、

数
え
切
れ
な
い
。

」
れ
を
支
配
す
る
の
は

同町
HOZ仏
印
可

切
田
口
弘
子

ω己
S
ロ
で
あ
る
:
:
:

ブ
ハ
ラ
か
ら
ロ
シ
ア
へ
の
交
通
路
は
:
:
:
ト
ル
キ
ス
タ
ン
市
か
ら
出
渡
し
て
、

。。ロロ
m
r。
巳
同
国
♂
出
。
ロ
nr田口
w

。
同
門
白
ペ
ロ
N

の
種
族
に
よ

っ
て
占
め
ら
れ
る
地
方
を
横
切

っ
て、

ロ
シ
ア
の
園
境
の

O
E
5釦
同
に
到
達
す
る

M
M

何回、
F
H
0
4
ハ関白

-zoz-58〉
が
こ
の
同
0
5
r曲
ロ
を
河
〉

ω出
H
U
〉
F
e
U
H
Z
の
出
回
目
冨
ロ
に
比
定
し
た
の
は
さ
す
が
に
畑
眼
と
言

う
べ
き
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
私
の
考
察
を
加
え
れ
ば
、
シ
ル
河
下
流
域
や
ト
ル
キ
ス
タ
ン
市
北
方
草
原
に
分
布
す
る

0
0
5
m
r
o
Eえ
は
カ
ザ

l
フ
日
中
オ
ル
ダ
(
一
部
は
大
オ
ル
ダ
へ
移
牧
〉
の

0
0ロ
m
m
E丹
種
族
に
、

。
円
門
田
ペ
g
N

は
中
オ
ル
ダ
に
、

出。
E
y
g
は
回
目
印

}
M
M
F

同一に、

ou弓
mrFN
は
多
分
。
向
E
a
o
u弓
m
r
F
N
(切口
E
C
W
叶
昨
日

ιvr
は
、
H
，
曲
目
白

(
小
オ
ル
ダ
の
種
族
)

に
そ
れ
ぞ
れ
比
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
種
族

の
支
配
者
と
い
わ
れ
る

関
宮
内
回
同
・

σsrrω
己
百
ロ

(
阿
内
自
己
己
仏

a
B
B円

山
巾
「

ω巳
g
ロ
)

が
カ
ザ
l
フ
の
王
公
と
す
れ
ば
、

r
z
g
閃
『
同
ロ

。。

問
自
己
内
印
で
は

ω百
円
目
印
戸
内
に
山
富
る
)

か
ら
、
イ
シ
ム
汗
五
世
の
孫
関
}
百
円
四
位

'g白ロ門
-Sω
己
芯
ロ
に
嘗
る
も
の
で
あ
ろ
う

(
〈
〉
口
同
国
〉
Z
O〈
・
同
H

H

L

∞
N1ωw

岡
山

a
s
z
g
o
m

r
2
0
F
S
m三
m
E
F
r
r
r
g
O〈

F
E
r
g
o
4
)。
い
ず
れ
に
せ
よ
出
r

E
ロ
J
出回目

y
g
と
い
う
種
族
名
が
十
八
世
紀
こ
ろ
の
カ
ザ
l
フ
草
原

(
一
五
九
八
|
一
六
二
八
〉
の
子
に
嘗
る

(
戸
開
〈

ω出
HZW

と
見
る
の
は
時
代
が
か
け
は
な
れ
す
ぎ
る

南
部
、

シ
ル
河
流
域
に
俸
わ
っ
て
い
た
一
謹
で
あ
る
。
以
上
に
よ
っ
て
見
る
と
、

モ
ン
ゴ
ル
帝
園
解
鐙
後
の
東
部
キ
プ
チ
ャ
ク
草
原
(
今
の
カ

ザ
l
フ
草
原
〉
に
分
布
し
た

C
岱
ロ
ロ

(
C
Eロ
〉
種
族
ま
た
は
種
族
名
は
、
十
三
|
十
四
世
紀
の
キ
プ
チ
ャ
ク
汗
園
に
お
け
る
出

g
r
g
(許

冗
慎
)
の
擢
威
あ
る
停
統
に
由
来
す
る
も
の
と
見
な
す
に
十
分
な
根
擦
が
あ
ろ
う。

し
か
し
、
こ
の
問
題
を
議
論
す
る
前
に
、
東
方
に
お
け
る

出
白
田
宮
口
族
の
後
喬
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
お
き
た
い
。

蒙
古
源
流
に
よ
る
と
、

チ
ン
ギ
ス
汗
の
ナ
イ
マ
ン
討
伐
の
僚
に
、

c
m
r
z『
位
切
0
3
2
ご
5
3ロ
〔
漢
詩
で
は
烏
古
新
之
博
嘱
郭
勤
諾
延
〕

141 

と
い
う
語
が
見
え
る
が

(ω
の
出
宮
間
)
戸
∞

3
、
モ
ン
ゴ
ル
文
の
切
2
0
2
-
は
涌
文
・
漢
文
テ
キ
ス
ト
で
は

切

OHO『己

と
な
っ
て
お
り
、

ま
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た
、
史
貧
か
ら
見
れ
ば
、

嘗
る
こ
と
は
疑
い
な
く
、

切
2
0
2一
は
河
〉
ω出
向
)
〉
「
り
HZw
元
朝
秘
史
、
元
史
の
切
O円
MGY口
「
切
OHO-Z]"

し
か
も
元
朝
秘
史
に
記
載
の
な
い

B
0・
c
m
r
z〈
点
、
r
r
y
c
m
E
P
許
冗
慣
と
い
う
種
族
名
が
附
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
と
く
に
書
寓
モ
ン
ゴ
ル
語
と
し
て
の
位
m
rヨ
と
い
う
字
形
に
注
目
し
た
い
が
、
さ
ら
に
蒙
古
源
流
の
各
所
に
、

ま
た
、
明
朝
の
諸
史
料
に
こ
の

czm弓
に
嘗
る
と
見
ら
れ
る
種
族
名
が
し
ば
し
ば
停
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、

博
士
の
研
究
成
果
に
基
づ
い
て
、
必
要
な
記
事
を
抄
出
し
て
、

博
繭
忽
(
博
羅
海
〉
に

蒙
古
源
流
の
本
文
と
和
田
清

」
の
問
題
を
検
討
し
て
み
た
い

(HUHWFFHO、
HJ

。2
4白ぬロ巾印
W
J
G
に
も
考

察
が
あ
る
)
。

さ
て
、
ダ
ヤ
ン
汗
時
代
に
土
歎
特
の
王
公
、
和
委
塔
布
裏

(
0
0
2巳
吋
与

5
2
m
)
が
右
翼
済
農
切
回
ロ
切
o-え
を
扶
養
し
た
こ
と
を
述

べ
た
僚
に
、
「
。
邑
O印
関
与
巾
m
E
hロ
吋
巾
B
F・
c
m
g
F出
回
2
2
0
}
r
O
E
m
r
り
と
包
・
ロ
ロ
の
OH
叶
山
町
宮
口
(
蒙
古
源
流
巻
六
、

ωの
国
宮
・

c
m
2
5
(
J
C
m口
氏

門

戸

)

は

り

と

包

次

に

右

翼

済

島

周

回

同

同

印

H
U
H
H∞
吋
)
」

と
あ
っ
て
、

な
ど
と
共
に
旗
、

部
落
名
を
指
す
も
の
で
あ
る
。

寸

C
B
E・位ロ

c
m
r
Fロ門凶巾
m四
四

Hm:
・〔凹曲
E-cρ
巳〕:・

- 14-

切
o-o円
四
の
第
三
子
戸
白
ゲ
ミ
吋
己
批
に
つ
い
て
、

(ω
の
国
富
同
り

H
8
3」
と
あ
り
、
漢
詩
本
で
は
「
技
布
克
台
士
ロ
佑
擦
土
歎
特
之
烏
古
新
而
居
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
時
、
切
白
ロ
切

o-aの

「戸同日)己「

、
H，曲
F
U
r
-
-
B
C
E
F

』

Em--

長
子
の
ロ
ロ
回
-
ぼ
呂
町
H
m
g
』

5
0ロ
m
は

O
E
O回
を
領
有
し
、
衣
子
の
〉

-gロ
関
宮
口
は
十
二
土
歎
特
を
支
配
し
、
そ
の
他
の
諸
子
が
内

蒙
古
の
各
地
に
根
援
を
お
い
た
事
情
は
和
田
清
博
士
「
中
三
進
及
び
西
三
過
の
王
公
に
つ
い
て
(
和
田
清
、
『
東
直
史
研
究
蒙
古
篇
』
〉
」
に
詳

し
い
。
上
文
に
よ
る
と
、
土
歎
特
に

C
∞r
5
(
C
m
g
Z
)
と
い
う
部
落
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
元
代
の
モ
ン
ゴ
ル
種
族

名

C
与
ヨ
に
起
源
す
る
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
順
義
王
六
大
部
落
の
一
つ
に
冗
慣
打
見
漢
刺
布
台
吉
が
あ
り
、
こ
れ
は
回
同
門
印
切

o-a
の
第

三
子
戸
与
ミ
吋
釦
長
が
土
歌
特
に
お
け
る
冗
憤

(
C
m
r
E〉
部
の
地
方
を
支
配
し
た
こ
と
を
示
し
、

ま
た
、
満
官
唄
(
冨
。
認
可
。
-
U
ロ
)
六
営

の
一
つ
と
し
て
博
え
ら
れ
る
冗
甚
も
冗
恨
の
異
音
詳
で
あ
り
、

冗
慎
己
目
E
ロ
は
烏
古
新
に
嘗
り
、

B
0・
c
m
f
E
の
音
詳
に
他
な
ら
な
い
。
蒙
古
源
流
巻
七
に
よ
る
と
一
五
五
八
年
、
開
化
城
に
来
て
ダ
ヤ

ン
汗
の
葬
儀
に
参
列
し
た
、ダ
ラ
イ
H

ラ
マ
は
さ
ら
に
東
方
の
土
獣
特
諸
部
に
巡
錫
し
た
こ
と
を
記
し
て

(ω
の
出
冨
H
U同
J

自
己
、

冗
慎
部
は
大
同
銀
外
商
芦
海
子
附
近
で
あ
る
と
い
う

(
和
田
清
、
前
掲
書
〉
。



同
叩
ロ
向
日
目
仰
向
。
同
町
阻
止
ロ
叶
ロ

g
mロゐ
α相官仏刊

V
o
E
5・1
ロ
』
由
吉
岡
田
w

、
H
d
B
a
bロ
C
尻町ロ・

切
印
可
ミ
・ロ円「

回

OHUm-師、

ロ両国司
、ロ伊向即同
M
m

四日、同ロ'ロ

ロ
ou言
内
田
宮

-az

と
述
べ
て
い
る
。
文
中
の

C
Eロ
は

C
m
r
z
の
別
形
(
口
語
形
)
で
あ
り
、
切
印
可
印
可
ロ
門
戸
も
モ
ン
ゴ
ル
帝
園
期
の
種
族
名
で
あ
る
。
寸
ロ
日
-

aEロロ
C
m
r
g
(
O同
C
Eロ
〉
と
は
ト
メ

ッ
ト
汗
園
の

C
m
r
z
部
落
の
意
で
あ
る
が
、

HWOH附
mv巳
の
種
族
が

C
m
g
-ロ
(
出
r
r
g
許

冗
慎
)
と
す
れ
ば
、
上
述
の

C
m
r
z
も
元
代
に
お
け
る

出
回
目
官
ロ
族
の
種
族
的
停
統
を
引
く
後
喬
を
指
す
も
の
と
見
な
さ
れ
よ
う。

内
モ

モ
ン
ゴ
ル
帝
園
期
の
種
族
名
が
数
多
く
残
っ
て
い
る
事
責
は
よ
く
知
ら
れ
、

ン
ゴ
ル
諸
部
族
名
に
、

そ
れ
は
果
し
て
種
族
(
ま
た
は
そ
の
家

系
)
の
残
存
な
の
か
、
種
族
名
の
み
の
停
承
で
あ
る
の
か
、

「
鴻
土
日
刺
特

(
O
g
m
m
E
C
や
烏
古
新

(
C
m出
回
片
岡
阿
)
は
皆
、
元
時
の
奮
部
で
あ
る
」
と
解
韓
し
て
い
る
の
は
嘗
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
私

も
蒙
古
源
流
の

C
m
r
z
Q釘四回
5
・
C
Eロ
〉
は
河
〉
ω出
向
)
〉
円
、
，
U
H
Z
の

出
E
E
P
元
史
の
許
冗
慣
に
嘗
る
も
の
と
考
え
た
い
。

」
の
よ
う
な
問
題
は
改
め
て
研
究
の
必
要
が
あ
る
が
、

蒙
古
源
流
筆
誼
巻
六
に

さ
て
、
回
国
同
印
切

o
g門
目
の
子
の
の
{
吉
田
}
仮
出
ロ
g
m
と
そ
の
九
子
が

O
E
S
の
地
を
支
配
す
る
に
至
っ
た
事
情
は
す
で
に
和
田
清
博
士

に
よ
っ
て
詳
細
に
研
究
さ
れ
て
い
る
が
、
蒙
古
源
流
巻
六

(ω
の
国
富
H
U
H
N
0
3
に
「
Z
。
自
叶
白
同
区
宮

Z
m
E
K
H
E
(
H
m
N
6
w
切回同釦『
EM

E円
t

ロ
ロ
切
S
E
c
-包
ロ
円
目
指
冊
目
・
:
〔
目
見

εロ
〕
・
:
(
漢
詩
で
は
諾
木
塔
爾
尼
佑
嬢
右
翼
巴
蘇
特
衛
新
)
」
と
あ
り
、
こ
れ
は

し『百
g
m
の
子
の

Z
O
B
同，

R
2
0
2
寸白
FU
が

。
L
S
の
一
角
に

C
Eロ
(
衛
新

phu 

。ロロ

国
民
m

S12'HF
ロ〉

旗
と
い
う
部
落
を
支
配
し
た
こ
と
を
示

す
も
の
で
、
寸
広

ga一の
C
2
5
部
が
オ
ル
ド
ス
に
移
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
の
広
口
切
E
m
bロO
ロぬ

甚
も

C
m
E古
で
あ
る
と
い
う
(
和
田
清
、
前
掲
書
、
七
四
六
頁
)
。
ま
た
、
オ
ル
ド
ス
の
切
O出

O
A
Z
己ロ
Oロ閃

二
)
に
つ
い
て
、

「切回
E
Eロ
E
E
D
C
m
5
E
'
C
切向
E
Z門
叶
oso
---丹
巾
己

m
E
2
0
2吉

r
r
m
z
u
E
E
A巳
門
古
門
:
・

(ω
の
出
宮
同
同
)
H
N
S
)」

と
あ
り
、
オ
ル
ド
ス
右
翼
の
口
町
民
一
回
宮
部
落
の
名
が
停
え
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
郁
韻
士
の
皇
朝
藩
部
世
系
表
、
内
蒙
古
表
に
よ
る
と
、

の
阿
爾
禿
斯
四
替
の
一
つ
で
あ
る
偶

の
明
へ
の
出
兵
(
一
五
九

清
代
の
オ
ル
ド
ス
右
翼
前
旗
の
組
で
、
清
に
降
っ
た
郡
王
額
琳
泌
(
H
a
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江
口
公
ロ
)
の
父
の
布
達
岱
は
、
諾
問
塔
刺
尼
華
台
吉

(
Z
O
Bロ
ロ
寸
同
日
ロ
F
O
S
吋
曲
目
巴

即
ち

Z
0
2
叶
月
旦
叶
曲
即
位

の
曾
孫
で
あ
る
と
俸
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え
て
い
る
か
ら
、
今
の
オ
ル
ド
ス
右
翼
前
旗
は
蒙
古
源
流
の
切
月
ミ

5
2
?
5
5
2ロ
に
あ
た
る
。
こ
の
旗
は
正
し
く
は
。

L
5・ロロ

Z
・

2
2コ
E
円

1
5
2
u
c
Z
E
A
o
m
-
Eロ
(
オ
ル
ド
ス
右
翼
前
旗
〉
と
呼
ば
れ
、
通
稀

C
5
5
〔

5
0・

(〉
・
冨
Oω
、H
，〉何刻、
H
J

広

m
C凹
FHご

ccmFロ〕

旗
と
呼
ば
れ
て
い
る

吋

Z
-丹市田

O
E
E
M一
。
丘

O凹

UUFnzgs-z
。
E
O明)。

以
上
の
諸
記
録
に
現
わ
れ
た

C
m
5
5
(
d
F
5〉
と
は
、

チ
ン
ギ
ス
汗
帝
固
に
お
け
る
出

E
Eロ
族
の
後
育
、
ま
た
は
そ

c
z
p
 C
5
5
の
場
合
と
同
じ
く
、

カ
ザ
l
フ
草
原
に
お
け
る
己
印

Z
P

の
種
族
的
停
統
を
惇
え
る
集
固
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

カ
ザ
1
フ
の
大
オ
ル
ダ
が
十
八
、
九
世
紀
の
ロ
シ
ア
史
料
に
お
い
て

C
5
5
族
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
、

c
z
zロ
は
チ
ン
ギ
ス
汗
時
代
の

モ
ン
ゴ
ル
族

d
E
E
の
後
奇
で
あ
る
こ
と
、

c-田
口
口
族
の
始
祖
は
モ
ン
ゴ
ル
帝
園
の
一
領
主
冨
白

E

Z
で
あ
る
こ
と
、

|
|
こ
の
よ
う

な
カ
ザ
l
フ
象
者
ワ
リ
ハ
ノ
フ
の
考
察
が
単
な
る
侍
読
で
は
な
く
、

史
賓
の
裏
づ
け
が
あ
る
に
違
い
な
い
と
い
う
立
場
に
お
い
て
、

私
は

d
u
g
族
の
種
族
名
の
解
明
を
試
み
た
。
資
料
は
十
分
で
は
な
い

が

、

史

料
上
は
詳
し
く
知
ら
れ
て
い
な

い
が
、
チ
ン
ギ
ス
汗
帝
園
成
立
嘗
時
に
、
モ
ン
ゴ
リ
ア
に
は
国
宮
古
口
と
い
う
モ
ン
ゴ
ル
系
の
種
族
が
あ
り
、
チ
ン
ギ
ス
汗
の
四
傑
の
一
人
、

H
W
O
H
X
Y
己
(
博
爾
忽
、
博
羅
海
)
は
出
口
ω
宮
口
(
許
冗
慣
、
長

一回ロ

.
E
Eロ
)
族
の
出
身
で
あ
る
と
さ
れ
、

(ヨ
5
m
E
Z
ロO
U『
白

p
m
g同

H
-
F
Y巾
N
m
F
H巾
}
戸
)

私
は
以
下
の
よ
う
に
推
測
す
る
。

と

同
凶

m
E
A
A
M

F
O
 

出回目
E
仲
間
-

と
い
う

河
口
間
宮
口
族
出
身
の
二
人
の
千
戸
長

に
率
い
ら
れ
た
二
千
戸
の
同
回
目
宮
口
集
圏
は
ジ
ュ
ウ
チ
H

ウ
ル
ス
の
主
要
部
分
を
構
成
し
て
キ
プ
チ
ャ
ク
草
原
に
移
り
、

後
に
、

パ
ツ
l

H
ウ
ル
ス
と
白
帳
汗
の
オ
ル
ダ
H
ウ
ル
ス
の
部
族
の
一
部
と
な

っ
た
。
回
M
F
5
0

は
恐
ら
く
ワ

リ
ハ
ノ
フ
の
俸
え
る
宮
包

E
ゲ
ロ
に
比
定
さ
れ
る
。

キ
プ
チ
ャ
ク
汗
園
の
解
鐙
後
、
新
ら
た
な
エ
ト
ノ
ゲ
ネ
シ

ス
の
、過
程
に
現
わ
れ
た
シ
エ
イ
パ
ン
家
の

《遊
牧
ウ
ズ
ベ
ク
族
》
、
あ
る
い
は
ノ

ガ
イ
H

ウ
ル
ス
、

さ
ら
に
は
カ
ラ
カ
ル
パ
ク
族
な
ど
の
構
成

種
族
と
し
て
俸
え
ら
れ
る

C
岳
ロ
ロ

(
d
gる
は
出
宮
古
ロ

の
後
育
、

ま
た
は
そ
の
種
族
的
停
統
を
縫
承
し
た
集
固
と
見
ら
れ
る
。

《
遊
牧

ウ
ズ
ベ
ク
》
か
ら
分
離
し
、
東
方
草
原

へ
走

っ
た
遊
牧
民
集
圏
宮

N
Z
が
セ
ミ
レ
チ
エ
地
方
で

O
E
Z民
族
を
形
成
し
た
際
に
も
、

ジ
ュ
ウ

チ
川
ウ
ル
ス
の
構
成
種
族
と
し
て
の
権
威
を
持
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
国

S
Zロ

部
の
種
族
連
合
の
中
で
重
要
性
を
維
持
し
、
や
が
て

d
E
N
r
g
の
中
核
種
族
と
な
り
、

C
E
N
F
E
も

C
2ロ
ロ
種
族
名
に
よ
っ
て
代
表
さ

(己∞
r
z
p
d
mロ
ロ
)

族
の
集
圏
は
、

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
南
東



ル
ダ
の

F
E
H
は
そ
れ
ら
の
後
喬
で
あ
っ
て
、

カ
ザ

l
フ
の
種
族
形
成
に
参
加
し
た
。

チ
ャ
ガ
タ
イ
H
ウ
ル
ス
に
お
い
て
も
』
色
曲
目
同

同
国
明
古
ロ
族
の
一
部
は
元
朝

へ
も
移
住
し
、

白
帳
汗
園
で
は
し
『
曲
目
同
町
族
が
有
力
な
存
在
で
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
が
(〈
K
F
R
H
阿
国
〉
'

カ
ザ

l
フ
日
大
オ

は
有
力
な
種
族
で
あ
り
、

れ
て
、
そ
の
線
稽
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

Z
O〈
w
H
・
8
少
註
、

《
ジ
ャ
ラ
イ
ル
年
代
記
》)、

モ
ン
ゴ

そ
の
種
族
と
し
て
の
地
位
も
低
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

出
宮
古
ロ
の
種
族
的
停
統
は
残
存
し
、

cm宕
宮
ま
た
は
呂
田
E
P
C印
7
5

ル
帝
室
の
数
人
と
通
婚
す
る
者
も
あ
っ
て
、

元
朝
崩
壊
後
の
内
モ
ン
ゴ
リ
ア
に
も

一
部
落
と
し
て
知
ら
れ
、

オ
ル
ド
ス
に
も
移
り
、

旗

と

し

て

残

っ

た

。

カ

ザ

l

フ

草

原

で

は

そ
の
種
族
名
を
受
け
つ
ぐ
遊
牧
民
集
圏
は
長
く
績
き
、
後
述
す
る
よ
う
に
ロ
ロ
-
2
種
族
と
と
も
に
セ
ミ
レ
チ
ェ
、

オ
ノレ

ス
右
翼

旗
印
ち

ロ:1と
岳し
5 て

知
ら
れ

そ
の
集
圏
は
ダ
ヤ
ン
汗
時
代
よ
り
土
歎
特
の

と
く
に
、

出
回
目
宮
ロ
の
種
族
的
俸
統
、

チ
ユ

l
、
タ
ラ
ス
地
方
に
お
け
る
カ
ザ

l
フ
の
最
初
の
民
族
形
成
に
あ
た
っ
て
そ
の
中
核
と
な
り
、

-
次
い
で
大
オ
ル
ダ
川
カ
ザ

l
フ
人
の
総
稽

(
C
2
5
)
と
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

こ
の
間
の
種
族
史
は
今
後
の
課
題
と
し
て
、

モ
ン

コ
ノレ

帝
園
解
鐙
後さ

22 
雪検
〈討
シが
ア，、、

襲撃
雪雲
種 iJ~
除、

史
的
研
究
の
上

大
オ
ル
ダ
川
カ
ザ
l
フ

人
が

C
2
5
H
と
呼
ば
れ
て
い
る
事
賞
を
究
明
す
る
こ
と
は
、

L 

ヴ
，

く
た
の
手
が
か
り
を
輿
え
る
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。

大
オ
ル
ダ
の
種
族
集
圏

大
オ
ル
ダ
の
カ
ザ

l
フ
人
は
総
稽
し
て

d
-田
口
口
と
呼
ば
れ
て

い
る
が
、

賞
際
は
い
く
つ
か
の
種
族
(
ま
た
は
部
族
〉
か
ら
成
り
立
っ
て
い

カ
ザ

i
フ
汗
園
に
お
け
る
三
つ
の
地
域
的
行
政
的
匡
分
の
稽
呼
で
あ
る
が
、
カ
ザ

l
フ
民
族
の
民

族
形
成
に
お
い
て
、

る。

N
r
己
N

ま
た
は
日
仏
印
と
い
う
の
は
、

チ
ユ
l
・
タ
ラ
ス
河
、

セ
ミ
レ
チ
エ
地
方
に
お
け
る
カ
ザ
l
フ
の
形
成
(
古
ジ
A

ズ、

ア
ラ
ル
海
北
方
草
原
に
お
け
る
カ
ザ
l
フ
の
形
成
(
若
、
小
ジ
ュ
ズ
〉

大
オ
ル
ダ
)
、

中
部
草
原
に
お
け

る
カ
ザ
l
フ
の
形
成
(
中
ジ
ュ
ズ
)
、

は
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
的
に
行
わ

れ
た
と
言
わ
れ
(
同
列
ωω
到
の
見
解
)
、

古
ジ
ュ
ズ
、
次
い
で
中
ジ
ュ
ズ
は
モ
ン
ゴ
ル
帝
園
期
の
停
統
を
持
つ
種
族
が
多
い
こ
と
が
注
目
さ
れ

145 

る
。
ソ
連
邦
の
研
究
に
お
い
て
も
、

カ
ザ

1
フ
の
民
族
形
成
に
つ
い
て
貫
誼
的
に
分
析
し
た
研
究
は
な
お
乏
し
い
よ
う
で
、

ま
た
、
筆
者
に
も
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援
る
べ
き
資
料
が
乏
し
く
、
部
族
組
織

l
と
く
に
大
オ

ル
ダ
の
ー
に
つ
い
て
の
研
究
は
困
難
で
あ
る
が
、
以
下
、
大
オ
ル
ダ
の
種
族
集
圏
の
名

穏
や
分
布
に
つ
い
て
、
基
本
的
資
料
に
よ

っ
て
整
理
す
る
に
と
ど
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

大
オ
ル
ダ
の
種
族
と
そ
の
分
波
に
関
す
る
記
録
は
十
九
世
紀
に
な

っ
て
か
ら
多
く
俸
え
ら
れ
て
い
る
が
、
比
較
的
古
い
記
録
と
し
て
、

七

四
八
年
九
月
二
四
日
付
で
書
か
れ
た

M
・
テ
ヴ
ケ
レ

フ
の

《
カ
ザ
l
フ
の
中

・
大
ジ
ュ
ズ
の
種
族
構
成
》

と
い
う
文
が
あ
る

(開閉
N
O
l
-
-
kg
戸

Z
0・
5
⑦
。
こ
こ
で
は
中
オ
ル
ダ
に
つ
い
て
は
略
し
、
大
オ
ル
ダ
に
つ
い
て
の
み
述
べ
る
が
、

テ
ヴ
ケ
レ
フ
は
こ
う
記
し
て
い
る
。

大
オ
ル
ダ
に
は
十
の
種
族
〔
H
O
仏〕

が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
全
瞳
と
し
て

0
5
3己
ロ
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
か
ら
、
次
の
名
稽
の
分
涯
が
分
れ
た
。

卸
ち
切
♀
σo-
。
5
4
z
p
の
7
2
5
〔H
の
}
q
B
Uミ
3
0
5∞
ヲ
ロ
ど
り
Nr白ロ
2
。巳∞一三
5
・
ω子同
B
o
z
-回一
E
P
〉
σ牛田口∞ロ〈回口

C
C
3
ヨ
EW

ω
白
4
2
5ニE
w
ω
]
可
0
5
3、z
p
の
}
M
g
n
y
喜
一日可

O
C
2
u
E
P

岡田口]可

O
Z
2
u
コM
P

の
r同一回目円〔
H

』白]色円〕

0
5
3己
ロ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を

支
配
す
る
の
は
タ
シ
品
ケ
ン
ト
の
ハ
ン
で
あ
る
。
こ
の
大
オ
ル
ダ
に
は
一
つ
の
非
常
に
強
い
同

gmH包
種

族

(
5
6
が
い
る
。
こ
の
種

- 18-

族
は
〔
が
ん
ら
い
〕
中
オ
ル
ダ
に
属
す
る
、
と
い
う
の
は
、
昔
か
ら
中
オ
ル
ダ
か
ら
分
離
し
、
大
オ
ル
ダ
の
地
方
で
、

一
し

ょ
に
遊
牧
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
同

gmH包
種
族
は
九
つ
の
氏
族

(
5
6
に
分
れ
る
・:
:

こ
の
記
事
で
切

2
r
2
2
5己
ロ
と
レ
う
の
は

C
Uロ
ロ
族
の
切
o号
O
F

分
波
と
い
う
意
で
あ
る
が
、

」
の
記
事
全
穫
と
し
て
は
完
全
な
内

容
と
は
言
い
難
く
、
少
く
と
も
最
初
の
四
つ
は
種
族
名
で
は
な
く
、

種
族
と
氏
族
と
を
同
じ
く
ち
h

と
羽
一
辞
し
て
レ
て
、

そ
の
分
涯
、
恐
ら
く
は
氏
族
名
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
し
(
後
述
参
照
〉
、

他
の
資
料
で
も
そ
う
で
あ
る
が
、

用
語
上
の
直
別
が
な
い
。

ド
一切
〈

ω出
H
Z
(問
自
由

ZU

ω

。ω)
は
吋
同
〈
同
巴
十
一
門
司
の
究
書
に
披
っ
て
(
恐
ら
く
上
述
の
資
料
〉
、
の

E
ロ
骨
l
y
o
丘
四
の
種
族

(
E
2
と

E
E
を
匡
別
す
)
に
つ
い

て
述
べ
て
い
る
内
容
を
見
る
と
、
音
語
は
正
確
に
な
っ
て
い
る
が
、

テ
ヴ
ケ
レ
フ
の
記
事
を
高
く
評
債
し
て
、

ほ
と
ん
ど
無
批
剣
に
こ
の
原
史

料
に
よ

っ
た
こ
と
が
判
明
し
、
因
。
宅
O
H
N
吋
出
〈
口
l-b)
も
門
出
〈

ω出
H
H
A

を
不
完
全
に
引
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
一
七
四
八
年
と
言
え
ば
大
オ
ル
ダ
日
カ
ザ
l
フ
人
が
ジ

A

ン
ガ
ル
に
よ

っ
て
征
服
さ
れ
て
い
た
時
期
で
、

タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
方
面
へ
移
動
し
た
こ
と
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

テ
ヴ
ケ
レ
フ
の
記
事
も
完
全
と

は
言
え
な
い
し
、

か
れ
ら
の

若
干
は
ト
ル
キ
ス
タ
ン
、



大
オ
ル
ダ
H

カ
ザ
l
フ
人
を
い
く
ら
か
組
織
的
に
記
録
し
た
資
料
は
十
九
世
紀
に
な
っ
て
現
わ
れ
る
が
、

そ
れ
は
大
オ
ル
ダ
が
ロ
シ
ア
の
統

治
下
に
入
り
始
め
た
時
期
で
、
諸
種
の
饗
化
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
考
慮
し
て
扱
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
資
料
の
一
つ
は
、

一
八
二
五
年
の
文
書
で
、
《
古
ジ
ュ
ズ
種
族
誌
》
と
い
う
も
の
で
あ
る
(
同
HNOl--wNNω1品
w
Z
0・ロ

ε。
こ
れ
に
よ
る
と

大
オ
ル
ダ
の
キ
ル
ギ
ズ

〔
カ
ザ
l
フ
〕
人
は
す
べ
て
ペ
5
ロ
ロ
と
線
稽
さ
れ
、

か
れ
ら
は
五
つ
の
種
族

(
3
h
)

に
分
れ
る
。

即
ち
、

ト~. 

ロ
己
丘
、

N・〉
-
g
p
ω
-
O
N
E
-
3♂
品
・
の
r
3
H
g
r
q
w
ω
・ω
ロ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
種
族
は
次
の
よ
う
な
分
涯

(
4
0
-
2
3
に
分
れ
る

と
い
う
。
こ
こ
で
原
文
言
h

を
種
族
と
課
し
た
理
由
は
後
で
述
べ
る
と
し
て
、

貧
際
は
よ
く
分
ら
な
い
が
、

g
-
0
2
.
(郷
)
は
ロ
シ
ア
の
地
方
行
政
区
で
あ
る
が
、
そ
の

ま
た
、
〈
〉
巳
何
回
〉
Z
O〈

(FRo-Eω
〉
の
《
大
ウ
イ
ス
ン
H
オ
ル

各
氏
族
集
圏
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

ダ
族
の
種
族
匡
分
》
は
上
述
の
資
料
と
か
な
り
近
い
内
容
を
持

っ
て
い
る
か
ら
、
彼
我
参
照
す
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
西
陸
綿
統
事
略
巻

十
て
恰
薩
克
源
流
に
記
載
さ
れ
て
い
る
カ
ザ
l
フ
部
落
表
で
あ
る
。
即
ち
、
恰
薩
克

(
O
E
2
)
に
闘
す
る
一
般
的
記
事
の
後
に
「
其
部
都

Q
d
 

拓
克

(
0
5
5
名
目
今
備
載
於
左
」
と
し
て
、
中
オ
ル
ダ
、
大
オ
ル
ダ
、
及
び
、
そ
の
他
を
含
め
て
、
組
計
一
五
一
に
及
ぶ
。

g
w
名
と
そ
の

政
治
的
支
配
者
(
カ
ザ
l
フ
汗
家
の

F
Eロ
と

E
-
Gロ
た
ち
)
を
列
記
し
て
お
り
、
と
く
に
大
・
中
オ
ル
ダ
の
記
事
は
詳
細
で
、
十
八
世
紀

末
、
十
九
世
紀
初
頭
の
記
録
と
見
れ
ば
、
ロ
シ
ア
資
料
と
封
照
す
べ
き
記
録
で
あ
る
が
、

註
解
に
お
い
て
、
こ
の
資
料
を
利
用
し
な
か
っ
た
の
は
惜
し
い
(
百
出
ト
H
O
H
同
色
g
o
z
rる
。
こ
の
資
料
は
イ
リ
の
清
朝
嘗
局
が
カ
ザ
l
フ

使
節
な
ど
か
ら
聴
取
し
た
記
録
と
し
て
債
値
が
あ
る
。
以
下
、
上
述
の
同
H
N
O
l
-
-
u
z。・
H包
の
記
載
を
そ
の
ま
ま
表
示
し
、
そ
れ
に
相
賞
す

る
西
陸
絶
統
事
略
の
記
事
を
封
照
さ
せ
、
さ
ら
に
諸
責
料
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
牧
地
、
ま
た
は
分
布
地
を
筒
畢
に
添
記
し
、
こ
れ
に
よ

っ
て
カ
ザ
l
フ
H
大
オ
ル
ダ
の
種
族
構
成
を
概
観
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

MMHWFFHO、H，
は
カ
ザ
l
フ
に
関
す
る
清
朝
史
料
の

《
古
ジ
ュ
ズ
種
族
誌
》
に
よ
る
と
、
例
え
ば
ド
ロ
ロ
一
三
は
同
O
仏
(
種
族
と
翠
押
す
)

と
規
定
さ
れ
、

氏
族
や
親
族
な
ど
の
社
曾
集
圏
の
考
察
は
こ
こ
で
は
手
を
つ
け
ず
、

そ
れ
は
八
つ
の

〈
。
一
。
印
ぺ
(
氏
族
集
園

を
指
す
)
か
ら
成
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、

同
・
ロ
巳
白
F

N

・
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〉

-Zロ
(OH
〉
仏
宮
口
)uω
・ロ
N
E
E円

(
U
し『同
E
H
)
w
品
・
の
}
高
官
g
v
q
w
ω
・ω己
4
2
w
及
び
の
E
ロロ
y
w
q
u
阿国ロ
h

弘
子
回
話
巾
ロ
な
ど
の
種
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19世紀初頭の大オル夕、種族一分波表

KRO-ii， No.129 (1825年〉 西陸総統事略谷11(嘉18慶0914年年) ! 
ワリハノフ
その他

rod (種族〉
11 
volost' (分仮)

1 
玉孫都拓克 (yu引 m otok) |主要牧地

1. Dulat Chymyr |暇爾 CQi-mo-er) iチュー河・タフ
ス河

〔都控特， Dzhanys 嘉納斯(Jia-na-si) チュー河
Dou-la-teJ

，Svik・ 色和穆 CSe-huo-mu)j;:)YIKlm 

iBotpai 博特奔 CBo-te-bai) チュ ー河

日合斯日合魯 CHa-si-ha-lu) チュー河
Ysty イリ下流
Kyralash 

[Uisun) ←-liSaサ yusyun l沙控 CSha-la) イリ下流

2. Alban :Segis-sary 色何斯薩位 CSe-ke引 sa-la)

〔阿勤班， Ait-buzun 愛休博索穆 CAi-xiubo叫ーmu)
A-le-ban) Al'dzhan 阿勤占 CA-le-zhan) イリ河西ケ

i洪烏爾博羅克 ゲン，トノレゲKum-gerburyk 
(Hong-wu Er b0・luoー

lo!
日

k
〕
e

ン，カスカラ
Kyzyl-buryk 和色勤博羅克(Huo-se-lebo-luo-ke) ン河
品 kystyk 赫開 CHe-si-te-ke)

I Karakystyk 

3. Dzhalair Aん以下

I I…γ | 
札里雅爾 11分源は略す〕 ラタノレ河及 チ
CZha-li-ya-er) ュー河

4. Chaprashty Dulat部内に附
察努詑西提 分波は略す〉 牧
(Cha-pi-la-xi-ti) 

5. Suan索宛
〉 II~分…波は略nす〉(吋i CSu-wan 河合，同

2. Alban と

Charlchk(lJyi 前贋赫哩

I方
タシュケント北

an-qi-he-li) 

Kangly 杭勅 CKang-le)

Sirgeli錫爾格皇 CXi-er-ge-li) |トノレキスタン市

KRO-iiの記事のなかで， 1.-5.までが本文で，以下の三項目は筆者の補記である。西隆

総統事略の記事はすべて斉莫爾玉孫那拓克 CQi-mo・eryu-sun otok) というように書かれ

ているが，この表では種族・分仮名だけを記し， KRO-ii， No.129の記事と封照させた。

ただし，筆者の解穆により ，種族名と見なされる三つは3.4.5.のところへ添記した。[ ) 

は，他の史料からの補記である。 ロシア語は機械的に特寓し， トノレコ語形に直さなかった。
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n
L
 



族
を
考
察
の
主
な
劉
象
と
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
さ
て
、
〈
〉
F
H
岡
田
〉
Z
O〈
(
F
N
B
!
?

ロA
H

〉
に
よ
る
と

大
オ
ル
ダ
は
四
つ
の
主
な
種
族
、
即
ち
り
z
E
r
r
-包
H
w

〉
ゲ
仏

2
・

ωロ
〈
釦
ロ
か
ら
成
り
、
か
れ
ら
は
ま
と
め
て

C
5
5
と
呼
ば
れ
る
。

C
E
E
と
い
う
の
は
、
上
述
の
四
つ
の
種
族
と
連
合
し
て
大
オ
ル
ダ
を
な
し
て
、
そ
の
後
、

ジ

ュ
ン
ガ
ル
に
併
合
さ
れ
た
強
力
な

C
5
5

種
族
の
名
か
ら
起
っ
た
も
の
で
、

か
れ
ら
は
今
も
残
存
し
、
口
三
三
種
族
に
従
属
し
、
∞
釦
円
可
1
5
2ロ
と
呼
ば
れ
る

と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

あ
る
い
は
ジ
ュ
ン
ガ
ル

本
来
の

C
5
5
は
り
己
巳
な
ど
と
並
ぶ
大
オ
ル
ダ
の
一
種
族
で
あ
っ
た
が
、

に
征
服
さ
れ
、
合
併
さ
れ
て
か
ら
、
勢
力
が
弱
く
な
り
、
一
部
が
り
己
主
種
族
の
中
の
一
分
涯
と
な
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
以
下
、

C
Z

NEN
を
構
成
す
る
数
箇
の
主
な
種
族
の
寅
態
を
検
討
し
て
見
ょ
う
。

H.

口三国同・

ロ
己
白
件

種
族
は
大
オ
ル
ダ
に
お
け
る
最
も
有
力
な
種
族
で
、

H
V

・
〈
開
門
同
の
出
同
O

の

一
八

O
五
年
三
月
二
一
日
付
の
報
告

(何回州開
Z
O〈
w
O口町四
H
E
W
5
3
に
よ
る
と
、
『
大
オ
ル
ダ
の
り
三
巴
種
族
は
四
つ
の
分
汲
か
ら
な
り
、

四
高
戸
あ
り
、
自
分
の
常
住
牧
地

内
c
w
g
〔H
同
F
O
宮
邑
〕
の
諸
都
市
に
近
く
、
タ
ラ
ス
河
、
ア

ン
グ
レ
ン

@
 

の
附
近
に
遊
牧
し
て
い
る
」
と
俸
え
る
。
〈
〉
戸
口
内
田
〉
Z
O〈
Q
H
F
H
∞
)
に
よ
れ
ば

- 21一

を
持
っ
て
い
る
。
即
ち
、
清
朝
園
境
、
関
口
-zw
〔
戸
開
曲
目

Z
Zア

河
、
チ

ン
ギ
ス
H
チ
ャ
ガ
ン
山
〔
パ
ル
ハ
シ
湖
南
?
〕

「
ザ
H
イ
リ
地
方
は
大
オ
ル
ダ
の
二
つ
の
大
種
族

(
円
。
門
戸
)
、

即
ち
〉

5
2
と
り
己
主
(
の

EM】

E
佐
々
の
一
部
を
含
む
〉
に
よ
っ
て
占
め
ら

れ
て
い
る
。
ロ
己
主
の
カ
イ
サ
ク
人
は
人
口
、
戦
闘
力
、
富
と
い
う
貼
で
、
大
ジ
ュ
ズ
の
他
の
す
べ
て
の
種
族
よ
り
優
れ
て
い
る
。

か
れ
ら
は

の
西
岸
に
遊
牧
し
て
い
る
」
と
述
べ
、

ま
た
、
ロ
巳
巳
は
チ
ユ
I
、

ロ
己
巳
と
〉

-Eロ
の
数
分
源
(
℃

05-g-ヨ
)
と
の
げ
曲
目
)
同
曲
目

y
q
〔族〕

タ
ラ
ス
河
流
域
に
ま
で
分
布
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
(
〈
〉
F
H
同
国
〉
'

の
大
部
分
は
イ
リ

k
r
g
g
の
五
倍
、

ト
『
回
目
同
町
の
三
倍
で
あ
る
。

Z
O〈
w
H

・
8
H
)。
ワ
リ
ハ
ノ
フ
と
同
じ
こ
ろ
チ

ユ
l
河
地
方
を
放
行
し
た

冨
・
〈
H
W
Z
J
へ
己
問
。
〈
(
、
H
，y
m
河口印伯仲釦ロ
9

N
品
川
町
〉
は
大
オ
ル
、タ
に

つ
い
て

や
や
詳
し
く
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

大
オ
ル
ダ
の
三
つ
の
主
な
種
族

2
Z
E
oロ
〉
は
り
V
F
F
〉
F
S
(
こ
れ
は

ω己
〈
一
白
ロ
を
含
む
)
と
り
巳
己
で
、
多
く
の
支
涯
が
あ
り
、

149 

そ
の
あ
る
も
の
は
チ
ユ

1
河
か
ら
タ
ラ
ス
と
ボ
ロ
ル
タ
イ
山
脈
(
カ
ラ
タ
ウ
山
脈
の
南
東
〉
の
方
へ
遊
牧
し
て
い
る
。
ロ
己
主
は
口
広
ロ
ロ
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と
合
同
し
て
い
る
。
最
も
人
口

の
多
い
種
族
は

り
三
三

で

か
れ
ら
は
、

チ
ユ

l
河
の
北
東
と

ア
ラ
タ
ウ
山
脈
〔
タ
ラ
ス
の
ア
ラ
タ
ウ

か
〕
に
至
る
地
方
か
ら
パ
ル

ハ
シ
湖
南
端
と
ア
ル
テ
ィ
ン
日
エ
メ
ル
峠
に
至
る
地
方
を
占
め
、

さ
ら
に
東
方
へ
も
分
布
し
、
。
E
E
〔ω
r
E
K
河
?
〕
と
の

E
ミ
ロ
〔
ω
Zミ
ロ
河
?
〕
に
沿
い
、 そ

こ
か
ら
東
方
の

、H，CHm
g
河
に
至
る
。

イ
リ
の
右
岸
に
沿
う
て
い
る
。
こ
の
地

方
〔
イ
リ
西
岸
地
方
〕
を
占
め
る
の
は
〉
手

g
種
族
で
、
そ
の

一
部
は
清
朝
領
内
に
遊
牧
し
、
牧
地
の
税
を
支
梯
う。

や
や
不
分
明
な
記
事
で
あ
る
が
、
ロ
三
三

種
族
は

d
z
c
門戸

種
族
を
含
ん
だ
集
圏
で
、
チ

ユ
l
河
、
タ
ラ
ス
河
流
域
の
草
原
を
中
心
と
し
て

東
は
パ
ル
ハ
シ
湖
南
部
、
南
は
ア
ラ
タ
ウ
山
脈
周
遊
か
ら
タ
シ

ュ
ケ
ン

ト
に
至
る
地
方
を
占
め
、
〉
F
S
(〉
L
Z
P
〉
吾
き
と
も
呼
ば
れ
る
〉

イ
リ
河
西
岸
に
近
く
牧
地
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ロ
ロ
]
白
押
種
族
の
主
な
分
汲
(
回ロゲム
2
2
5
p

氏
族
)
は

ω
2ご
ヨ

(七

O
五
ア
ウ
ル
)
、

』
2
3
2
0九
O
ア
ウ
ル
)
、
切
O
壱
巳

(
七
八
五
ア
ウ
ル
)
、

の
ご
百
三

(
一
七
七

O
ア
ウ
ル
)
の

四
つ
が
主
要
な
代
表
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
(
〈
開
Z
Jへ
己
問
。
〈
w

叶
}
戸
市
河
口
曲
目
包
ロ
タ

NS)、
こ
れ
に
つ
い
て
は
深
く
言
及
し
な
い
。

種
族
は

ωロ
g
コ
種
族
を
含
み
、

-22一

ロ
ロ
一
三

種
族
の
中
に

E
4
15
mE
(沙
控
玉
孫
〉
の
集
園
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
ロ
己
出
向

種
族
を
構
成
す
る

の

Z
E
-
-

し「白ロ

3
・
ω
2
r日『ヨ
・
切
O
G
g
な
ど
の
分
援
が
氏
族
名
で
あ
る
の
に
封
し
、

ω白
q
・5
2】ロ
は
が
ん
ら
い
濁
立
の
種
族

C
5ロコ

で
あ
っ
た
の
が
、

ジ
A

ン
ガ
ル
の
侵
略
の
た
め
解
鐙
し
(
同
HNO
i
r
M
g
w
Z
0
・
3
u
一
七
四
二
年
九
月
二
十
八
日

富
三

2

の
日
記
〉
、
そ
の
一
部
が

り
三
巴

種

族
の
一
分
涯
と
な
っ
た
も
の
ら
し
い
。

〈
何
回
い
の
問
問
。

の
《
キ
ル
ギ
ズ
H

カ
イ
サ
ク
の
三
オ
ル
タ
誌
》
に
よ
る
と
、

「
ω回同一可・口一回ロロ

は
二
分

波
、
三
千
戸
よ
り
な
り
、

ト
ル
キ
ス
タ
ン
市
と
キ
ジ
ル
H

オ
ル
ダ
(
後
の
ア
ク
H

メ
チ
ェ
ト
〉
聞
に
牧
地
を
持
つ
」
と
俸
え
(
円
切
初
〉
の
H
Z
O〈
w

当
)
、
〈
〉
FHH内
出
〉
Z
O
〈

(
H
L
C
O
)
に
よ
る
と
、

「
大
オ

ル
ダ
の
中
に

ω白
ミ

d
F田口口

(
黄
色
の
ウ
イ
ス
ン
〉

と
い
う
種
族
が
あ
り

fト

れ
ら
は
自
分
を
強
大
な
民
族
の
残
存
と
考
え
て
い
る
」
と
俸
え
る
。
こ
れ
は
、

前
述
し
た
よ
う
に
、

C
2
5
族、が

モ
ン
ゴ

ル
帝
園
以
来
の
有

力
な
種
族
で
あ

っ
た
こ
と
を
反
映
す
る
倖
承
と
し
て
注
意
さ
れ
る
。

ω白吋
一可ロ
-
m
C
ロ

は
イ
リ
河
下
流
と
ジ

品
ン
ガ
リ
ア
の
遜
境
に
住
み
、
農
耕

化
し
、

猫
創
的
な
家
具
の
製
造
に
も
従
事
し
て
い
る
と
レ
わ
れ
る
が

(
〈
〉
戸
口
内
出
〉
Z
O〈
u

円。。∞〉、

分
布
地
に
つ
い
て
は

上
述
の

〈何円、同
(
U
国
関
O

の
記
事
と
は
や
や
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。



ロロ

E
種
族
名
の
起
源
に
つ
い
て
想
起
さ
れ
る
の
は
宮

az--田
区
ロ
汗
園
の
有
力
な
氏
族
と
し
て
叶
同
d
r
r
'
F
m
g
Z缶
に
俸
え
ら
れ
る

り同
m
E智
と
の
聞
連
で
、

ロ
ロ
問
一
巴
凶
円
か
ら
り
己
巳
と
い
う
語
形
が
生
じ
た
こ
と
は
音
韻
的
に
十
分
承
認
さ
れ
る
。

(
Z・開
FHKFω
・同
w
・ロ
-HNOωω

英
語
本
)
に
よ
る
と
、
モ
グ
リ
ス
タ
ン
に
お
け
る
種
族
名
と
し
て
、
ロ
o
m
E
e
w
切回吋
-rw
富市同
E
f
O巳回目

C
日記}百円
w

切
巳
削
m
g
n
E
-
〉
同
巳
凶
了
切
削
ユ
ロ
な
ど
二
十
数
種
が
知
ら
れ
、
そ
の
半
数
は
明
ら
か
に

モ
ン
ゴ
ル
帝
圏
期
の
そ

と
く
に
切
回
同

-r
〈
切
月
巳
削
凹
)
種
族
は
チ
ャ
ガ
タ
イ
リ
ウ
ル
ス
の
有
力
な
千
戸
集
圏
の
一
つ
で
あ
り

、
叶
白

d
r
y
-ル
岡
山
曲
師
宮
内
出

nyF
岡田吋
m
u
p

ン
ゴ
ル
系
諸
種
族
の
後
喬
と
見
ら
れ
る
。

(HN〉
ω出
H
U
〉円、，ロ
H
Z
U
H
I
-
-
M山
首
〉
、
〉
ユ
帥
丹
(
〉
Z
E
C
も
有
力
な
氏
族
で
あ
っ
た
か
ら
(
切
〉
列
、
吋
同
O
F
P
C
-ロ
mra切巾
m
b
)、
そ
の

残
存
は
嘗
然
と
言
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
ロ
凶
m
E営
に
つ
い
て
は
、

い
(
司
何
回
、
F
H
O同
J

の
2
6同
mロ巾
9
3
1吋
。
)
。
し
か
し
、
河
〉
ω国
H
U
〉
戸
'
ロ
H
Z
の
惇
与
え
る
宮
口
g
'ル
ロ
E
-
r
こ
そ
叶
白
d
r
r
s
-
H
N
Z
E
'

モ
ン
ゴ
ル
帝
園
期
に
は
有
力
な
存
在
で
な
か
っ
た
た
め
か
、
記
録
が
乏
し

去

の

り

o
m
E
r
に
確
か
に
比
定
さ
れ
る
。
HN〉
ω出
回
り
の

《部
族
俸
》

の
円
宿
区
H
H
H

ム
ロ
国
内
山
百
円
の
項
に
よ
る
と
、

「
こ
れ
は
吋
回
ヨ
ゲ
吉
田
町

の
軍
隊
と
合
流
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
時
代
に
も
、

ま
た
、
現
在
も
〔
十
四
世
紀
初
頭
〕
、

権
威
が
あ
っ
て
有
名
な
り
E
-
r
の
エ
ミ

I
ル
は

- 23一

-
Q凶
ロ
の
第
八
子
、
回
z-百円

か
ら
分
れ
出
た
。

チ
ン
ギ
ス
汗
が
タ
イ
ジ
ウ
ト
部
と
戦
っ
た
時
に
、
こ
の
種
族
は
チ
ン
ギ
ス
汗
と
同
盟
し
、
‘
そ

誰
も
知
ら
れ
て
い
な
い
(
河
〉
ω出
向
)
〉
「
り
H
Z
W
H
l
r
E
ω
・
な
お
、
同
l
F
N∞
1
8
u
∞
∞
|
告
を
も
参
照
)
」
と
俸
え
る
。

園
に
り
白
色
と
と
い
う
モ
ン
ゴ
ル
系
種
族
が
い
た
こ
と
が
確
貫
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、

チ
ン
ギ
ス
汗
帝

何
ら
か
の
理
由
で
記
録
が
乏
し
い
が
、

モ
グ
リ
ス

タ
ン
に
お
け
る
り
回
ぬ

zr
家
の
ア
ミ

l
ル
た
ち
の
地
位
か
ら
見
る
と
、

チ
ャ
ガ
タ
イ
H
ウ
ル
ス
の
種
族
と
し
て
天
山
か
ら
カ
シ
A

ガ
ル
方
面

に
根
援
を
お
い
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
明
誼
は
な
い
が
、

的
情
勢
か
ら
セ
ミ
レ
チ
エ
に
根
擦
を
お
い
て
い
た
と
い
う
次
の
よ
う
な
事
賓
が
存
す
る
。

モ
グ
リ
ス
タ
ン
の
り
ロ
m
E営
族
の
ア
ミ

l
ル
た
ち
が
政
治

モ
グ
リ
ス
タ
ン
で
は
ド
グ
ラ
ト
家
の
ア
ミ

l
ル
た
ち
が
権
力
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
事
責
で
あ
る
が
、

か
れ
ら
の
多
く
が
セ
ミ
レ
チ

エ
の
草
原
と
深
い
欄
係
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
十
五
世
紀
の
初
頭
、

イ
リ
に
根
援
を
置
い
た
〈
削
・
訪
問

r
E
p
b叶
1lN∞
・
。
円

151 

ωN〉
が
セ
ミ
レ
チ
エ
で
オ
イ
ラ
ー
ト
族
と
戦
い
を
績
け
た
事
賓
が
想
起
さ
れ
、

ま
た
、
ド
グ
ラ
ト
家
の
ア
ミ

1
ル

同ゲロ内田動可円筒
h
-

の
長
子
、
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冨ロ}】白
5
5白色

ω
r
u
r
は

〈
川
口
∞
同
『
削
ロ

か
ら

d
E凶
切
巾
ぬ
一
-

に
任
命
さ
れ
、

〉円
g
m
y
(
ナ
リ
ン
籍
谷
の
都
邑
)

に
居
住
し
た
。
〈山間・
2

同

E
ロ
の
間
以
後
、
汗
位
縫
承
問
題
を
め
ぐ
り
、
ア
ミ
l
ル
た
ち
の
聞
に
権
力
闘
争
が
生
じ
、
各
地
に
濁
立
の
形
勢
を
示
し
た
が
、

宮
町
関
白
Z
B
-

Z
E刊
は
〉

F
-
E
m
E
(今
の
キ
ル
ギ
ズ
地
方
)
に
要
塞
を
築
き
、
そ
こ
か
ら
フ
ム
ル
ガ
ナ
に
侵
攻
し
、
宮
間
門
司

2
A
'
Z正
副
切
巾
r
H
n
z
r
は

イ
シ
ッ
ク
H

ク
l

ル

湖

上

の

島

に

要

塞

を

築

い

て

立

て

こ

も

り

、

サ

イ

ラ

ム

雨

都

市

を

掠

奪

し

た

。

ト
ル
キ
ス
タ
ン

ま
た
、

。
}
回
白
H
M仲
間

W
L」

切M
F

ユロ

族
の
ア
ミ

l
ル
た
ち
は

嘗
時
チ
ユ

l
河
畔
を
占
領
し
て
い
た
オ
イ
ラ
ー
ト
の
タ
イ
シ
ャ
の
も
と
へ
降
っ
て
仕
え
、

。位。
n
E
と

切口
-umy
叫門官

族
の
ア
ミ
l

ル
た
ち
は

《遊
牧
ウ
ズ
ベ
ク
》
の

〉
σ巳
・
同

E-岡
阿
岳
山
吉
に
合
流
し
た
が
、

モ
グ
リ
ス
タ
ン
の

ロロ∞

z
e
族

が
セ
ミ
レ
チ
エ
で
遊
牧
生
活
を
績
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
に
由
る
も
の
で
あ
る
。

《遊
牧
ウ
ス
ベ
ク
》
の
指
導
者

KFE--間
宮
町
間
百
ロ

は
十
五
世
紀
の
後
牢
に
シ
ル
河
中
流
域
、

カ
ラ
タ
ウ
山
脈
周
遊
の
諸
都
市
を
攻
略

し
、
チ
ム
l

ル
帝
園
領
に
迫
り

モ
、ク
リ
ス
タ

ン
西
部
へ
も
進
出
し
た
が
、

オ
イ
ラ
ー
ト
の
反
攻
を
受
け
て
退
い
た
。
こ
れ
よ
り
先
、

ア
フ

i

-24ー

ル
ハ
イ
ル
汗
は
ウ
ズ
ベ
ク
の
遊
牧
貴
族、

と
く
に
チ
ン
ギ
ス
汗
統
の
ス
ル
タ
ン
た
ち
と
抗
争
を
績
け
、
と
く
に
の
可
g
ω
三
百
ロ
と

T
2
Z
m

モ
グ
リ
ス
タ
ン
の
ゲ
削
ロ
∞
回
』
問
問
}
岡
山
口

に
招
か
れ
て
モ
グ
リ
ス
タ
ン
西
部
(
チ
ユ
!
河
地
方
を
含
む
)
に

ωロ]同削ロ

は
一
四
六
五
年
こ
ろ
、

投
じ
た
が
、
嘗
時
、
こ
の
地
方
は
、

ア
ブ

l
ル
ハ
イ
ル
汗
か
ら
分
離
し
た
王
公
と
そ
の
遊
牧
民
の
逃
亡
地
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
《
逃
亡
・
分
離

者
》
が

門出血

N
Z
と
呼
ば
れ
、

か
く
て
十
五
世
紀
中
期
に
セ
ミ
レ
チ
エ
に
お
け
る
新
し
い
民
族

0
2
2
の
種
族
形
成
の
際
の
基
本
的
分
子
と

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

」
の
時
の
逃
亡
宮

NZ
集
闇
の
中
に
は
、

前
述
の
己
的
宮
ロ
(
問
。
国
吉
ロ
)

族
も
含
ま
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
、

C印
rzロ
(
V
C
3
5
)
は
こ

の
よ
う
な
政
治
的
過
程
に
お
い
て

《官

N
Z》
集
園
の
有
力
種
族
と
な

っ
た
の
で
あ
り
、

同
時
に

モ
グ
リ
ス
タ

ン
汗
園
の
封
建
戦
争
の
過
程
に
、
遊
牧
生
活
に
執
着
を
持
つ
り
S
F
Z
H
族
の
一
部
が
セ
ミ
レ
チ
ェ
、

チ
ユ

l
河
流
域
の
草
原
に
牧
地
を
確
保

し
、
同
じ
く

《宮

N
Z》
集
圏
と
合
流
し
、

d
-
Z
N
E
N
の
中
心
種
族
の
一
つ
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
吋
由
正
r
y
'
F
H
N
S
E
門
町
(
℃
・
∞
N
)

に
は

セ
ミ
レ
チ
ェ
、

チ
ユ

l
河
畔
に
二
十
寓
人
を
算
す
る

CNσ
岳
ム
印
刷

2
集
圏
が
出
現
し
た
こ
と
を
注
意
し
て
い
る
が
、
ロ
巳
丘
、
が
モ
グ
リ
ス
タ

ン
の
り

omze
の
後
請
で
あ
る
こ
と
は
以
上
の
考
察
よ
り
し
て
十
分
推
測
さ
れ
よ
う
。
と
く
に
、

ロ
ロ
-
巳
種
族
名
が
中
オ
ル
ダ

小
オ
ル



ダ
、
ウ
ズ
ベ
ク
、
ノ
ガ
イ
H
ウ
ル
ス
な
ど
の
種
族
構
成
の
中
に
全
く
見
ら
れ
ず
、

C
E
N
r
z
N
の
み
に
見
ら
れ
る
の
は
、

中
期
の
モ
グ
リ
ス
タ
ン
起
源
を
傍
誼
す
る
も
の
で
あ
る
。
チ
ャ
ガ
タ
イ
汗
家
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
り

S
E営
の
後
奮
と
し
て
の
り
三
三

種
族
が

C
Z
N
F
E
に
お
い
て
有
力
な
地
位
を
占
め
た
の
は
嘗
然
か
も
し
れ
な
い
。

ロ
巳
巳
の
十
五
世
紀

従
っ
て
、

口
三
三
(
ロ
ロ
m
r
z
c
の
起
源
を
西
突
販
の

《ロロ
-c》
即
ち
、
都
陸
、
咽
陸
に
比
定
す
る
ソ
連
邦
の
東
洋
間
筆
者
の
設
は
全
く
根
擦
が
な
い
と
言

っ
て
よ
い

Q
〈
〉
Z
O〈
u

。ロ
Y
R
E
W品
H
U

何
件
ロ

om円
曲

b
u忌
口
問
円
。
円
四

0
4
ω
ω
H
N
・

し
か
し
同
〈
〉
Z
。
〈
は

C
5
5
H烏
孫
読
は
否
定
し
て
い
る
)
。
な
お
、
ジ
ャ

ニ
ベ

ク
の
子
の
カ
シ
ム
汗

(
O
U
色
白
州
内
広
口
〉
が
セ
ミ
レ
チ
エ
か
ら
西
方
の
カ
ザ
l
フ
草
原
に
支
配
権
を
及
ぼ
し
、
中
部
カ
ザ
l
フ
草
原
に
形
成
さ
れ
た
カ
ザ
l
フ
集
圏

カ
ザ

l
フ
汗
家
の
初
代
の
ハ
ン
と
な
っ
た
過
程
な
ど
は
、
今
は
主
題
外
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は

守王-
Eヨ/ー、

及 M
しち
な中
し、(宇〆

oqJ 2・

ス
'-../ 

を
も
支
配
し
な
ヵ:
ら

さ
て
、
十
六
|
十
八
世
紀
の
聞
に
お
け
る

ロ
己
主
種
族
に
つ

い
て
の
記
録
が
全
く
乏
し
い
の
は
、
か
れ
ら
の
分
布
地
が

ロ
シ
ア
本
土
か
ら

遠
い
中
央
ア
ジ
ア
の
奥
地
で
あ
る
と
レ
う
地
理
的
事
情
に
も
由
る
。

カ
ザ
l
フ
H
大
オ
ル
ダ
は
十
七
世
紀
の
中
期
か
ら
隣
園
の
ジ
ュ
ン
ガ
ル
王

-25-

園
に
征
服
さ
れ
、
そ
の
貢
納
民
同

-
E
Z
と
な
り
、
ま
た
、
シ
ル
河
下
流
域
へ
移
動
す
る
集
圏
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
準
喝
爾
全
部
紀
略
(
西
域

園
志
巻
首
所
牧
)
に
よ
る
と
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
王
園
の
那
拓
克

(
0
5
5
の
中
に
多
果
魯
特
ロ
ロ
0・m
g
a
z
-お

た
、
西
域
園
志
巻
十
三
、
伊
翠
西
路
の
園
爾
根
の
僚
に
「
園
爾
根

(
H，
R
m
g〉
、
在
伊
翠
郭
勤

(
H
E
m
r
o
c

と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
り

ま

南
岸
、
塔
位
喝
爾
東
二
十
里
、

聡
一
支
河
至
其
地
、
奮
震
準
喝
爾
多
果
魯
特
酬
明
拓
克
遊
牧
慮
」
と
あ
り
、

HV一門戸
HLHO吋
(
関
白

-
5
2
r
w
S〉
が
こ
の
記
事
に
着
目
し
、
多
果

魯
特

O
E
m
s
-
z
z
を
ロ
ロ
m
Z削
円

1
0丘
三
に
比
定
し
よ
う
と
し
た
の
は
敬
服
さ
れ
る
。
イ
リ
河
南
の
斗
己
m
g
河
は
十
九
世
紀
に
は
〉
ケ

宮
口
種
族
の
牧
地
で
あ

っ
た
が
、

ロロ}陣門

種
族
の

一
部
も
遊
牧
し
て
い
た
筈
で
あ
り、

ま
た
、
そ
う
で
な
く
て
も
、

ジ

ュ
ン
ガ
ル
が

り
己
三

種
族
の
一
部
を
イ
リ
河
岸
に
移
し
て

o
g
w
を
編
成
し
た
こ
と
も
有
り
得
る
と
こ
ろ
で
、
多
果
魯
特
が
本
来
の
ジ

A

ン
ガ
ル
部
人
で
な
い
と
す

(
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
捕
虜
部
落
に
つ
い
て
は
佐
ロ
透
「
タ
ラ
ン
チ
人
の
祉
禽
」
、

れ
ば
、
そ
れ
は
り
己
主
に
あ
て
る
こ
と
が
で
き
よ
う

史
皐
雑

153 

誌、

一
九
六
四
年
、

七
三
|
一
て

一
ー
五
二
頁
参
照
〉
。
な
お
、

宣
宗
貫
録
の
道
光
十
六
年
十
一
月
戊
子
僚
に
都
並
特
(
り
O
E
O
-白

-Z)
都
拓
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克
と
見
え
る
の
は
り
三
三
種
族
を
指
す
も
の
で
あ
る
が
、
筆
者
の
検
索
の
範
闇
で
は
、
清
朝
貧
録
で
は
こ
の
一
例
し
か
見
嘗
ら
な
ツ

N
-

〉

-Eロ
種
族
。
〉

-Zロ
は
靴
っ
て

〉仏

Z
ロ
と
も
呼
ば
れ
、

〈
〉
F

H

同
国
〉
Z
O〈
(
口
w

N
N
品
川

H

H

F

H

∞
)
に
よ
る
と
、
〉

]Zロ
は

河
に
至
る
地
方
を
夏
の
牧
地
と
し
、

イ
リ
河
西
の

叶口同

m
g
河
か
ら

同

grr白一回ロ

イ
シ
ッ
ク
H

ク
l

ル

湖

の

北

方

、

一

部

は

清

帝

園

領

の

イ
リ
遁
境
に
も
移
牧
し
た
が
、
そ
の
人
口
は
前
述
の
よ
う
に

り
己
え
の
五
分
の

一
で
あ
っ
た
と
い
う
。

〉

-Eロ
の
種
族
史
は
よ
く
分
っ
て
い

な
い
が
、

〉

E
E
(〉
-Zロ
)
は

ω己
〈

2
を
含
む
と
言
わ
れ
(
〈
同
Z
Jへ
己
問
。
〈
"
吋
『
巾
河

5
位
田
口
♂
良
市
山
)
、
高
宗
貫
録
巻
六
五
五
、
乾

隆
二
十
七
年
二
月
壬
午
僚
に
暗
薩
克
の
阿
卜
丹
素
旺
都
拓
克

(krEE『

2
2ロ
0
5
5
の
名
が
停
え
ら
れ
て
い
加
。

ω
・
ω
Z
4
8
種
族
。
こ
の
種
族
の
系
統
も
不
明
で
あ
る
が
、
〈
〉
戸
同
阿
国
〉
Z
O〈
(
H

・
8

H

)

に
よ
る
と
、

ー
、
タ
ラ
ス
河
北
方
に
遊
牧
し
て
い
る
と
い
う
が
、
上
越
の
〈
H
W
Z
J
円
己
同
O
〈
の
報
道
と
は
や
や
異
な
る
。

〉
ゲ
含
ーロ
種
族
と
合
し
て
チ
ユ

品

-
U
N
E
E
-吋
(
』
同
区
同
)
種
族
。
西
陸
総
統
事
略
巻
十
一
が
記
す
札
里
雅
爾

N
E
t
]
ナヨ
'2
は
』
巳
田
町
に
嘗
る
と
見
ら
れ
、
チ
ャ
ガ
タ

イ
H
ウ
ル

ス
の

E
2
族

(
ホ
l
ジ
占
ン
ド
に
所
領
を
持
っ

て
い
た
〉
及
び
白
帳
ウ
ル
ス
の
ジ
ャ
ラ
イ
ル
族
に
起
源
を
持
つ
も
の
で
あ
ろ
ヤ

一
七
四
八
年
に
は

C
E
N
E
N
の

T
E
H
種
族
の
存
在
が
知
ら
れ
(
同
列
。
l
r
b
u
w

Z
0・
5
⑦
、
〈
〉
F

H

岡
田
〉
Z
O〈
(
戸
島
H

〉
に
よ

no 。L

る
と
、
ト
『
と
同
町
種
族
は
り
巳
巳
種
族
と
共
に
チ
ユ

l
、

タ
ラ
ス
河
北
方
に
遊
牧
し
て
い
た
と
言
わ
れ
、

ま
た
、

カ
ラ
タ
ル
河
流
域
(
セ
ミ
レ

チ
エ
地
方
〉
な
ど
、
大
オ
ル
ダ
の
北
方
地
帯
に
遊
牧
し
て
い
る
と
も
停
え
ら
れ
る

(
〈
開
Z
ペ
ロ
問
。
〈
w

官
。
)
。

?
の
宮
官
同
佐
々
種
族
。
こ
の
種
族
の
起
源
は
不
明
で
あ
る
が
、
十
九
世
紀
に
は
、

前
述
の
よ
う
に

ロ
己
巳
種
族
と
合
し
て
遊
牧
し
て

い
た
と
い
う
。

《古
ジ
ュ
ズ
種
族
誌
》
の
俸
え
る
大
オ
ル
ダ
の
有
力
な
集
圏
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
、
の
r
g
n
y
Eア

包
括
巴
な
ど
も
大
オ
ル
ダ
の
種
族
と
し
て
知
ら
れ
、
こ
の
貼
で
は
、

以
上
の
五
つ
の
種
族
が
、

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
資
料
は

一
致
し
て
い
る
。

関
白
ロ
弘
子

。
r
g
n
r
F
J
は
清
朝

史
料
で
は
纏
斉
胡
里
の

vg'苧
Z'HF
と
も
寓
さ
れ
(
佐
口
、

『
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
』
、
三
八
五
頁
)
、

シ
ル
ダ
リ
ア
河
畔
、

タ
シ
品
ケ
ン
ト

附
近
に
遊
牧
し
、
同

gm-可
も
同
じ
地
方
に
住
む
が
、
こ
れ
は
モ
ン
ゴ
ル
帝
園
期
の
キ
プ
チ
ャ
ク
系
の

関白ロ

m
q
の
種
族
名
を
継
承
し
て
い



Z
〉
N
〉
河
O
〈
(
匂
・
邑
)
の
コ
l
カ
ン
ド
紀
行
に
よ
る
と
、

る
。
〈
何
回
、
同
の
出
問
。
に
よ
る
と
、
雨
者
併
せ
て
三
千
戸
と
言
い
、
ま
た
包
括
巾
ロ
種
族
は
二
首
門
戸
(
戸
は
キ
ビ
ト
カ
・
天
幕
の
数
)
で
、
ト

ル
キ
ス
タ
ン
市
と
キ
ジ
ル
日
オ
ル
ダ
聞
に
住
ん
で
い
る

Q
切
知
〉
の
回
向
。
〈
u
AH
d。
ま
た
、
十
九
世
紀
初
頭
(
一
八
二
ニ
|
一
入
一
四
年
〉
の

か
れ
は
ト
ル
キ
ス
タ
ン
市
を
経
て
、
〉
F
'
gロ
(
タ
ラ
ス
河
南
方
〉
を
河
源
と
す

「
大
オ
ル
ダ
の
一
部
で
あ
る
ペ
0
5
8
Zロ
ゐ
百
官
ロ
族
」
の
牧
地
を
通
過
し
て
チ

る
切
ロ
日
】
仲
間
即
河
(
ア
リ
ス
河
の
上
流
)
附
近
に
遊
牧
す
る

ム
ケ
ン
ト
に
到
着
し
た
が
、
こ
れ
は

C
5
5
(大
オ
ル
ダ
)

@
 

っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

の

ω
5
1
F
種
族
の
こ
と
を
指
し
、

こ
れ
に
よ
る
と
タ
ラ
ス
南
方
に
牧
地
を
持

以
上
が
カ
ザ
l
フ
H
大
オ
ル
ダ
を
構
成
す
る
主
要
な
種
族
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
カ
ザ
l
フ
人
は
十
九
世
紀
の
初
頭
に
は
、
大
た
い
に
お
い
て

り
己
包
種
族
を
中
心
と
し
て
、
東
は
イ
リ
河
西
岸
、

バ
ル
ハ
シ
湖
南
岸
と
カ
ラ
タ
ル
流
域
か
ら
、
チ
ユ
l
、
タ
ラ
ス
河
流
域
、
ア
ラ
タ
ウ
山
脈

周
港
へ
か
け
て
、
西
は
ト
ル
キ
ス
タ
ン
市
を
中
心
と
す
る
シ
ル
河
下
流
域
、
南
は
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
市
の
附
近
(
ア
ン
グ
レ
ン
・
ケ
レ
ス
難
谷
)

に
分
布
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
〉

5
2
3
C
4
2
を
含
む
)
種
族
は
イ
リ
河
西
岸
の
ケ
ゲ
ン
・
ト
ル
ゲ
ン
・
カ
ス
カ
ラ
ン
河
地
方

- 27一

に
分
布
し
、
ジ
ュ
ン
ガ
リ
ア
(
清
帝
園
領
〉
に
最
も
近
く
、

d
E
E
の
流
れ
を
引
く

ω白
弓
'
E
Eロ
と
じ
「
曲
目
白
片
岡
族
は
パ
ル
ハ
シ
湖
南
岸
に
牧

地
を
有
し
た
と
俸
え
ら
れ
、

ω
5刷
巾
ロ
族
は
ト
ル
キ
ス
タ
ン
市
の
西
方
、
同

gm弘
子

。
}
戸
田
口

nyr-可

族
は
タ
シ
品
ケ
ン
ト
附
近
に
、
最
も
人
口

の
多
い
り
三
巴
種
族
の
諸
分
振
は
チ
ユ
!

タ
ラ
ス
河
流
域
に
分
布
し
て
い
た
と
見
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。
十
七
1

十
八
世
紀
に
お
け
る
こ

れ
ら
種
族
の
分
布
朕
況
は
も
ち
ろ
ん
十
九
世
紀
に
お
け
る
そ
れ
と
は
差
異
は
あ
っ
た
に
違
い
な
い
が
、
こ
の
貼
を
確
め
る
資
料
は
乏
し
い
。
し

カ
ザ
l
フ
草
原
中
部
で
中
オ
ル
ダ
に
属
す
る
種
族
が

Z
釦

5

8・
〉
円
m
r
u
-
-
o
uよ】
n
E
A
-
0
8
m
m
E円
な
ど
で
あ
っ
た
の
に
射
し
、

か
し
、

ロ
己
向
♂

〉

-
z
p
ω
ロ
〈
白

F
E
Z
-♂

ω同ミ・
5
2
p
。「曲ロ
nFrs-
関
白
ロ
mqwω
山、

Hm巾-F
な
ど
が
大
オ
ル
ダ
の
種
族
と
し
て
、

十
七
世
紀

こ
ろ
よ
り
、
大
た
い
上
述
の

巴
Z
N
V
E
と
い
う
草
原
・
オ
ア
シ
ス
・
難
谷
の
交
錯
す
る
地
域
に
分
布
し
て
い
た
こ
と
は
確
貰
で
あ
る
(
地
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園
参
照
〉
。

d
Z
N
V
Z
N
を
構
成
す
る
集
圏
の
絶
稿
と
し
て
の

d
uロ
ロ
は
キ
プ
チ
ャ
ク
汗
園
の
回
目
印
百
ロ

(
V
C岳
ロ
ロ
〉
族
に
起
源
を
持
ち
、

ロ
己
包
は
モ
グ
リ
ス
タ
ン
の

りロ∞
E
営
の
種
族
的
停
統
を
引
い
て
い
る
と
見
て
よ
い
。
』
同
-
白
F
H
W

同
g
m
f
w
。。ロ
mmH白
同
種
族
も
モ
ン
ゴ
ル
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滑帝国領

新彊

N

小
|
|
+
ー
ー

NAlMAN 

ぺOR~ 

后:::ト¥と------------

ウズベク

。カシュガル

トJレクメン

帝
園
期
に
起
源
を
持
つ
。
戸
別
〈
ω国
H
Z
(関
白

s
r
m
w
8
0〉

に
よ
る
と
、
大
オ
ル
ダ
に
お
け
る
カ
ザ
l
フ
人
口
は
七
五

O

0
0キ
ビ
ト
カ
(
三
七
五

0
0
0
0
四
五

0
0
0
0人)、

中
オ
ル
ダ
は
一
六
五

0
0
0キ
ビ
ト
カ
(
一

0
0
0
0
0
0

人
)
、
小
オ
ル
ダ
は
一
六

0
0
0
0キ
ビ
ト
カ

(九
0
0
0

0
0人
)
、
合
計
し
て
カ
ザ
l
フ
人
口
は
十
九
世
紀
初
期
に

お
い
て
は
二

O
O
O
C
O
O
l二
四

0
0
0
0
0人
と
し
て

い
句
。
大
オ
ル
ダ
の
カ
ザ

l
フ
人
口
は
四
十
寓
前
後
と
見
ら

18世h~後期 カザーフ=大オルダ

れ
る
。

- 28一

私
は
大
オ
ル
ダ
を
構
成
す
る

m-可
wω
同
吋
-
ロ
』
聞
記
ロ

w

〉
-σ
回
目
ど

。r田口
口

r
E可
な
ど
を
種
族
ハ
ま
た
は

ロ
巳
白
ご

岡
田
口
a

部
族
)
と
規
定
し
た
が
、
こ
の
問
題
を
も
含
め
て
カ
ザ
l
フ

の
祉
舎
組
織
、
集
圏
の
構
造
に
つ
い
て
の
考
察
は
極
め
て
不

十
分
で
あ
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て

資
料
を
集
め
て
研
究
し
た
い
が
、

は‘

今
後
、

こ
こ
で
+
右

干
の
補
足
を
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、

戸
開
J
N
ω

同
H
Z
は
上

述
の
り
己
包
な
ど
を

E
n
o
と
規
定
し
、

ロ
巳
尽
を
構
成

す
る
諸
分
涯
、

ど
に
射
し
て
は

例
え
ば
の
ru『

B
U
5
回
O
仲
間
】
曲
目
唱
し
『
白
ロ
ヨ
な

の
定
義
を
輿
え
(
こ
れ
に
射
し
、

21F-ug 



出
C
U
ω

。z・
8
は
こ
れ
を
批
判
し
て
い
る
)
、
可
仔
ロ
は
い
く
つ
か
の
自
己
目
。
ロ
に
、
8
2
-
o
ロ
は
い
く
つ
か
の
H
U
R
巳
に
、

く
つ
か
の

8
5
'
岳
己
包
O
ロ
に
分
れ
る
と
考
察
し
て
い
る
。
同
列
〉
り
H
W
M
N
Q
-
E
∞
)
は
社
曾
人
類
筆
者
と
し
て
、
カ
ザ
l
フ
人
の
部
族
制
、

。
間
同
己
は
い

-C
ロ
凹
r
G
問
題
に
つ
い
て
分
析
を
お
こ
な

っ
て
い
る
が
、

そ
り
際
、

Z
・
〉
・
〉
H
N
目
、
H，O
〈

の
一
八
九
四
|
九
六
年
の
調
査
記
録

(O℃三

〈
ヨ
白
田
口
四
ロ
ぞ
M
w
m
g
F
n
r
g
-
s
m
o
g
回
同
釦
〈
回
関
可
m
F
N
o阿世
N
件
。
〈
切
o
-
w
任
。
」
O
E司

F
関
白
E
『
同
町
m
H
N
0
4
・
N
y
z
a
向
日
2
5
p

丹

-
H
J〉

ロ0
・

ω
-
A
u

包
H
|
色
。
・
筆
者
未
見
)
を
資
料
と
し
て
い
る
。

間
同
州
〉
口
開
閉
山
に
よ
る
と
、

例
え
ば
り
己
民
(
こ
の
集
圏
は
会
4
E
g
と
定
義
さ

れ
て
い
る
)
は
図
。
門
官
ご
ω
m
F
r
u
ミ
ロ
な
ど
四
つ
の
己
g
(
氏
族
と
語
す
べ
き
か
)
か
ら
な
り
、
こ
の
中
で
、
切
o
召
曲
目
口
-
g
は
同
三
ミ
}
E
-

と
の
E
m
r
由
主
の
二
つ
の
ロ
ロ
g
m
白
(
父
系
親
族
集
圏
〉

か
ら
な
り
、
こ
の
二
つ
の
ロ
ロ
g
m
m
は
そ
れ
ぞ
れ
い
く
ら
か
の
z
z
z
g
m
刊
か

ら
な
り
、

切
O
門
間
v
a
n
-
g
は
二
四
六
五
テ
ン
ト
(
戸
数
)
、

一
0
0
0
0
|
一
二
0
0
0
人
よ
り
成
り
、

同
信
仏

3
・r
巳
ロ
ロ
g
m
m
は
七
四
三
一
ア

ン
ト
、

。ra一}
岡
田
区
二
百
g
m
m
は
一
七
一
一
一
一
テ
ン
ト
よ
り
成
る
と
述
べ
て
い
る
の
は
、

私
に
と
っ
て
有
盆
な
指
摘
で
あ
る
。

(
岳
4
2
5
ロ
)
|
切
O
丹
沼
田
可
(
n
F
ロ
)
|
同
E
a
r
c
-
(
-
5
2
m
m
)
l
H
凶
岡
田
}
乙
ヨ
∞
ロ
}
内

同
岡
山
〉
U
H
W
H
N
の

見
解
を
ま
と
め
る
と
、

巴
己
同
門

(
目

Z
Z
Fロ
巾
血
肉
冊
一
)

と
な
る
。

- 29一

内
町
三
m
F
O
ロ
と
い
う
用
語
は
明
確
で
な
い
が
、

私

は

こ

れ

を

種

族

(

ま

た

は

部

族

)

と

見

な

し

、

n
-
g
(
E
E
)
を
氏
族
に
嘗
る
集
固
と
解
す
る
。
-
5
2
m
m
は
そ
の
氏
族
を
構
成
す
る
い
く
つ
か
の
父
系
血
族
集
圏
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う。

岡、何〈ω
出
H
Z
の
用
語
E
n
m

に
あ
た
り
、

私
は
本
稿
で
は
り
己
巳

な
ど
、
種
族
に
嘗
る
集
圏
の
種
族
名
、
種
族
史
、
種
族
集
圏
の
分
布
地
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

種
族
の
多
く
が
、

モ
ン
ゴ
ル
帝
園
期
の
種
族
名
を
縫
承
し
て
い
る
の
に
封
し
、

氏
族
名
や
ロ
ロ
g
m
m
の
名
橋
は
2
r
g
Eえ
O
H
K
巳
な
性
格

を
持
た
ず
、
各
氏
族
の
先
組
や
家
系
の
個
人
名
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
社
舎
人
類
皐
的
方
法
に
よ
る
カ
ザ
l

フ
枇
曾
集
圏
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
他
日
の
考
察
に
ま
ち
た
い
と
思
う
。

本
論
は
カ
ザ
l
フ
日
大
オ
ル
ダ
の
歴
史
的
研
究
の
基
礎
と
し
て
種
族
史
的
考
察
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

大
オ
ル
ダ
の
カ
ザ
l
フ
人
は
十
七

世
紀
後
半
に
ジ
A

ン
ガ
ル
王
圏
に
征
服
さ
れ
、
十
八
世
紀
の
中
期
(
一
七
四

O
代〉

ま
で
、

そ
の
属
領
と
な
り
、

ジ

品
ン
ガ
ル
王
園
崩
壊
後
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は
、
中
オ
ル
ダ
に
根
援
を
持
つ
カ
ザ
l
フ
汗
家
の
ハ
ン
及
び
ス
ル
タ
ン
た
ち
の
政
治
的
支
配
を
受
け
る
と
共
に
、

一
部
は
清
帝
園
領
に
移
牧
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② 

ω
・
〉
・
吋
o
r
m
B
3
開
g
o
m
g
r
u、白
コ
ω
5
与
口
〈
ω
ω
刃
・
Y
向
。
印
}
2
m

]{由一山∞・

Z
R
O
L
U
『
ω
『
邑
=
2
〉
N
回
目
白
問
内
定
ω
T
E
E
S
-日目・

ζ
s
r
〈
何回
沼
田
ω
-

Z
0
4〈
O同州
、H，E

は
編
纂
設
で
あ
り
、
内
容
も
古
い
の
で
、
十
分
注
意

し
て
鎖
h
u
必
要
が
あ
る
が
、
相
州
似
値
と
は
言
え
な
い
。
ロ
ハ
ω
ω
H
N
は
通

史
と
し
て
最
も
よ
く
ま
と
ま
っ
て
い
る
が
、
カ
ザ
1

フ
汗
家
な
ど
支
配

階
級
に
つ
い

て
の
記
事
が
乏
し
く
、
ま
た
、
文
献
が
つ
い
て
い
な
い
。

一
位
曾
人
類
率
的
調
査
研
究
と
し
て
注
意
す
べ
き
文
献
は
、
最
近
の

穴
H
N
〉
円
)
何
回
N
の
著
書
の
他
に

〉
・
開
-
E
C
門
日
ω
o
g
H
内
田
g
r
g
n
g
-
2
2
2
5
?
J
ヘ
白
一冊
C
E
〈
雪
印
一

q

-uE
E
5
2
F
0
2
目
弓
〉
口
円
7
5
恒三
O凹
可

-
Z
Z
H己
U
R
N
-
-
z
o
d
〈
国
民
'

〈

開

口

]
{申

ω
∞

が
あ
る
。
宍
河
〉
ロ
何
回
N
に
せ
よ

E
C
U
ω
O
Z
に
せ
よ
、
い
ず
れ
も

2
7
コ
O
∞
の
問
題
、
歴
史
的
考
察
が
不
十
分
な
乙
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

カ
ザ

l
フ
の
民
族
誌
的
調
査
と
し
て
は
、

同
ハ
ω
g
r
F
・
ω
r
o
E
F
師同国
丹市」

釦口
門『c-uo一om一円7巾
的r
o
m
D
O門円
〕『白
《
凶
白
r
白
N同
rr田口同口凹
}内
O
」
巾
「
印
司
巾
L
F
門
的
=

〉
T
白
《
凶
巾
ヨ
工
Z
白
E
r
ω
ω
ω
H
N
・
ゲ
∞
一
巾
ι
0
〈
田
口
芯
]
5
M叶
m
-
戸
市
E
ロ
m
g
《
仙

沼
ω
0
・
が
あ
る
。
そ
の
中
で
、
と
く
に
ω
-
T
H
N
C
L
m
ロ
r
D
w
o
n
r
句
r

s
g
印
2
2
0
a
g
己
R
Y
ミ
r
r
E
N
ω
r
r
2
は
貴
重
な
質
態
調
査
報

告
と
し
て
償
値
が
あ
る
。

z
c
u
ω
O
Z
(
同
ハ
白
S
F
N
G
I
M
H
)
が
そ
の

S
F
コ
ロ
曲
三
か
ら
聴
取

し
た
資
料
に
よ
る
と
、
大
オ
ル

タ
の

附
開
設
上
の
建
設
者
に
二
子
が
あ

り
、
そ
の

一
人
の
〉
σ
ω
』
か
ら
因
子
、
邸
ち
、
。
巴
〈
一白
ご
〉
一
ゲ
白
円
ご

(ur
印
刷
】
円
曲
ω
宮
ご
ω
ロ
〈
州
W
H
H
が
生
れ
た
と
い
う
が
、
一
つ
の
説
話
と
見
な

さ
れ
る
。

③ 

E
S
Y
F
S
F
と
切
包
』
口
は
-
-
Z
-
∞
何
回
N
何
N
H
Z
本
『
集
史
』
で
は

「
z
s
r
F
《
町
一
切
包
』
口
」
と
、
一
人
の
人
物
の
よ
う
に
績
ん
で
い
る
が
、

河
〉
ω
江
口
)
〉
「
U
H
Z
Q
ム
じ
で
は
二
人
の
人
物
と
な

っ
て
い

る
。

E
W
F
F
H
O
、
H
J
の
ω
B
宮
関
口
ロ♂

誌

を
も
参
照
。

刀
〉
ω
エ
ロ
)
〉
戸
I
U
H
Z
2
1
5
M
∞
∞
)
に
よ
る
と
ウ
ゲ
デ
イ
汗
の
時
代

∞
D
H
b
間
一
回
口
一
千
戸
の
長
と
な

っ
た
の
は
そ
の
子
]
口
『
口
r
D
?
O
D
σ
ニ
巴

で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
太
師
浜
陽
忠
武
玉
砕
に
は
見
え
な
い
が
、

元
史

氏
族
表
に
、
許
冗
恨
氏
の
博
爾
忽
の
曾
孫
げ
作
品
箇
る
木
土
各
見
ハ
市
不
各

児
?
)
に
帯
同
る
か
も
し
れ
な
い
。

「出

c-rロ
(
許
恨
、
忽
一
脚
〉
オ
ボ
フ
が
、
モ
ン
コ
ル
族
の
ダ
ル
レ
ギ
ン

集
闘
に
廊
し
、
隷
属
的
オ
ボ
フ
で
あ
っ
た
」
と
い
う
村
上
正
二
氏
の
考

察
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
が
(
村
上
正
二
、
「
モ
ン
コ
ル
部
族
の
族
組

停

承

士

一)」
、
史
懇
雑
誌
、
一
九
六
四

年、

七
三
|
入
、
三
八

ベ
l

j
)

、
質
際
は
、
乙
の
種
族
出
身
者
に
は
高
い
地
位
に
つ
い
た
者
が
あ

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

チ
ン
ギ
ス
H

チ
ャ
ガ
ン

山
の
正
確
な
位
置
は
よ
く
分
ら
な
い
。

私
は
以

前
に
、
こ
の
山
の
位
置
を
パ
ル
ハ
シ
湖
南
と

比
定
し
た
が

(
佐
口
、

『
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
』
)
、
バ
ル
ハ
シ
朔
の
北
に
チ
ン
ギ

ス
山
が
あ
り
、

そ
れ
か
も
し
れ
な
い
。
同V
開
F
F
H
O
吋

(
同
内
白
一
ヨ
O己
r
g
c
c
も
乙
の
勲

ぞ
考
え
、
箆
時
の
紋
況
よ
り
見
て、

バ
ル
ハ
シ
湖
の
北
で
は
あ
り
得
な

い
と
考
え
て
い
る
。

カ
ザ

l
フ
と
モ
ク
リ
ス
タ
ン
と
の
闘
係
に
つ
い

て
は
別
箇
に
考
察
す
べ

き
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
述
べ
た

〈
川町広

沢
町
劃
コ
と
り
D
m
-
乙
帥
門
家
に

つ
い
て
は
吋
白
ゴ
r
rム

m
g
Z
含
(
英
詳
本
)
一
切
〉
河
吋
同
O
F
0
・

ω
ω
ヨ
F
E
n
r
u
、
品
川
〉
穴
Z
7
向
。
。
〈
・

8
1
g
h
関
野
英
二
、
「
十
五
世

-32一

① ① @ ① 
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③ 

紀
初
頭
の
モ
グ

l
ザ
ス
タ
ー
ン
|
|
ヴ
ア
イ
ス
汗
の
時
代
(
東
洋
史
研

究
、
一
九
六
四
年
、
二
三

l
一
、
一

l
ニ
七
頁
ど
な
ど
を
参
照
し
た

も
の
で
あ
り
、
主
題
外
で
あ
る
の
で
、
概
観
す
る
に
と
ど
め
た
。

東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
タ

l
リ
ム
盆
地
の
水
透
に
住
む
り
色
刷
ロ
(
多
倫
、

突
蘭
〉
人
が
り
口
問
主
帥
円
と
閥
係
が
あ
る
か
ど
う
か
は
確
寅
で
は
な
い

(
U
o
gロ
に
つ
い
て
は
、
佐
口
、
司
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
』
、
参
照
〉
。

前
掲
の

A
大
オ
ル
ダ
種
族
分
波
表
》
の

ω・
〉

-vg
の
分
涯
の
中
で

附ハロヨ

m
R
σ
ロ
『
〕
『
}
内
は
ト
ル
コ
語
形
で
は

roロ
mE円
rD円
r
(褐
色
、

赤
黒
い
帽
子
可
欠
百
三

σ己
q
r
は
』
百
三

r
e
r
(赤
い
帽
子
)
で

あ
る
。
ま
た

r
3
q
r
も

2
・r
3
q
r
と
宮
円
借

'
r
3
q
r
の
白
・
黒

の
分
汲
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

r
3
q
r
は

O
g
z
r

峠
に
由
来
す
る
も
の
か
(
切
〉
問
、
H
，
z
。
F
U
W
C
Z間}凶・
ω
o
e
g〉

チ
ャ
ガ
タ
イ
H

ウ
ル
ス
に
お
け
る
』
国

E
F
回同門

-g
種
族
に
つ
い
て

は
切
〉
河
吋
出

O
F
0・
c
z
m
r
a回
。
?
旬
匂
・
タ
回
目
|
叶
で
、
根
本
史
料

に
よ
っ
て
考
察
し
て
い
る
。

Z
R
O門同可

ω円。門町
Ha
〉
NFFH
阿内田

N白
r
z
gロ
F
H
T
ω
凶
切
に
大
オ
ル
ダ

の
種
族
構
成
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
特
別
の
解
説
も
附
い
て

お
ら
ず
、
一
つ
の
結
論
、
ま
た
は
遁
設
を
掲
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

に
よ
る
と

関
白
ロ
四
-
ヨ

ω田
ミ

'
C
Z
E
g
ω
『白ロ印

r
a
u
L
V
4
2
3
0印一
μ
白《
ωqW

OE-巳
ハ
分
汲
と
し
て
図
。
丹
司
何
回
ご

ωruミロ〕『♂

ω三
r司
B
-
N
Y
E
d
uB
)w

N
Z一
色
可
♂

ω
-
a
m
z
w
ω
}戸
田
宮

2
7
q
w
〉

E
国
ロ
(
〉

-
r
g
y
ω
己
〈
'

白ロ
w

H

W

叩師同
mw

口問げ国}可

と
な
っ
て
い
る
o
n
r
が
新
し
い
表
音
法
で
∞
「
と
骨
局
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
、
す
べ
て
私
が
指
摘
し
て
来
た
種
族
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
た
だ

③ ⑬ ⑬ 

。
回
}
戸
曲
』
一
々
と

ω
g
gロ同
σ同
]
可
と
い
う
種
族
に
つ
い
て
は
手
が
か
り

が
な
い
。
回
何
回
ハ
ロ
向
〉
阿
国
〉

Z
O〈
ハ
唱
・

50)
に
よ
る
と
、

J

同・
J

同
C-

N
同
〉
問
。
〈
が
一
八
六
七
年
に
書
い
た
資
料
を
引
用
し
て
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

コ
l
カ
ン
ド
権
力
下
に
お
か
れ
た
カ
ザ

1
フ
人
の
種
族
は
、
回

g
g・

3
聞
と
ヨ

ω巳
r可
5
・

0
N
7曲目
3
・円
uru、ヨ可
HJ
で
、
切

g
g
g問何回一日刊

は
支
族
(
司

HHHDL)
と
し
て

J円印
q
w
。∞

z
eヨ
門

U
Z同)円即日
r
q
w

N
Y白
Z
F
包
括
色
一
を
含
ん
で
い
た
。

こ
れ
を
見
る
と
、

ω
2
r可
5
・

0
Y白
ロ
可
凹
"
の

yuミ
HHM弓
は
り
ロ
]
由
同
種
族

の
分
波
と
す
べ
き
で
、
切

g
g
B四
回
-
司
、
と
い
う
築
園
は
同
国
-
3
♂
【
U7・

右
足
帥
r
q
w
J
p
q・
0
凹
r
z
q
と
い
う
種
族
の
総
務
の
よ
う
に
見
え

回
g
g
g岡
弘
司
自
鰻
が
種
族
名
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
上
掲
の

Z
白・

円。

ι可
ω
B
L口
町
〕
〉

NFFF
関
白

N釦
r
r
z曲
目
白
で
は
回
目
凹
冨
口
問
『
巳
可
と

あ
る
が
、
乙
ち
ら
の
方
は
記
事
が
混
乱
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。
回

g
g
g四回
iq
と
い
う
集
圏
が
五
つ
か
ら
成
っ
て
い
る
こ
と
よ
り

見
て
、

σ
2
7
S
B
m
z
q
A
(五
つ
の
タ
ム
ガ
民
)
の
意
と
推
測
さ
れ

る。

g
g
m
y白
ぽ
門
戸
と
は
貢
納
民
を
意
味
す
る
か
ら
〈
佐
口
、
『
東
ト

ル
キ
ス
タ
ン
』
、
一
三
六
参
照
)
、
切

g
g
g四国
-
Z
と
は
恐
ら
く
は
コ

l
カ
ン
ド
汗
園
に
支
配
さ
れ
て
貢
納
を
挽
っ
た
五
つ
の
カ
ザ

l
フ
種
族

の
呼
ぴ
名
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
切
開
烈
玄
〉
同
国
〉

Z
O〈

に
よ
る
と
回

g
g
g宮
ぞ
の
住
地
は
タ
ラ
ス
、
チ
ュ

l
河
の
閥
、
ヵ

ラ
タ
ウ
山
の
爾
側
で
、
の
「
ヨ
ロ
可
♂

ω2ru、5
・

0
N
Y白ロ
3
・

印

ち

り
ロ
一
三
種
族
の
三
分
波
は
カ
ラ
タ
ウ
山
周
透
、
タ

シ

ュ
ケ
ン
ト
北
方

を
牧
地
と
し
て
い
た
。

な
お
、

0
0
ロ関白一

Ha(穴
O
ロ
『
白
骨
)
は
が
ん
ら
い
中
オ
ル

F
に
属
し
て
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い
た
が
、
大
オ
ル
ダ

地
底
へ
移
牧
し
た
よ
う
で
、

同ハ
H
N
O
F
g
u

z
c・品川

V

〈
一
七
七
九
年
七
月
二
七
日

の
リ
リ
ン
ク
レ

イ
ン
太
尉
の
日

記
)
に
よ
る
と
「
コ
ン

グ
ラ
ト
種
族
の
大
オ
ル
〆
H

キ
ル
ギ

ズ
人
は
、

同
じ
く
大
オ
ル

F
の

C

E々
ロ
種
族
の
キ
ル
ギ
ズ
人
と
職
害
し
て
い

る
」
こ
と
を
伴
え
て
い
る
よ
う
に
、
種
族
聞
の
紛
容
が
あ
っ
た
ζ

と
を

知
り
う
る
。

コ
ン
グ
ラ
ト
種
族
の
牧
地
と
し
て
は
、
セ
ミ
レ
チ
ェ
の
カ

ラ
タ
ル
河
畔
が
夏
営
地
、
ト
ル
キ
ス

タ
ン
・
タ
シ

ュ
ケ
ン
ト
附
近
が
冬

借
地
で
あ
っ
た
と
い
う
(
一
八

O
五
年
の
〈
肘
巳
の
出
欠
。
の
報
告
。

同w
m
HW2
0
〈
w
o
n
7
2
E
L
D印l
l
自
に
よ
る
)
。
な
お
、
上
述
の
大
オ
ル

タ
の
各
種
族
の
場
合
で
も
、
各
分
振
と
と
に
夏
営
地
と
冬
営
地
を
持

ち
、
距
離
的
に
か
な
り
、
か
け
離
れ
て
い
る
場
合
も
少
く
な
い
。

〈
HWZJへ
巴
穴
O
〈
は
大
オ
ル

F
の
人
口
を

ロ
印
w
o
o
-
白
己

}
(
E
E
F白
)

と
停
ぇ
、
∞
田
内
玄
〉
阿
ハ
民
〉
Z
O
〈
に
よ
る
と
、
大
オ
ル
ダ
の
キ
ビ
ト

カ
微
を
九
五
、

0
0
0
と
し
、
ま
た
、
〉

HNHω
吋
。
〈
(
前
園
調
書
〉
を

引
用
し
て
、
全
人
口
を
五
五

O
、

0
0
0
人
と
し
て
い
る
が
、
乙
れ
は

十
九
世
紀
後
半
期
の
人
口
搬
を
一
示
す
。
カ
ザ
l
フ
人
口
統
計
に
つ
い
て

は
烈
烈
〉
巴
何
回向

Q
・
5
0
|
む
の
議
論
も
参
考
と
な
る
。

⑬ 〔
補
註
〕
新
磁
西
北
塗
情
慣
に
お
け
る
カ
ザ
|
フ
人
(
大
オ
ル

F
の

一
部
を
含

む
)
の
分
布
扶
況
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
「
十
八
l
十
九
世
紀
タ
ル

パ
ガ

タ
イ
進
境
の
カ
ザ

1
フ
遊
牧
民
」

(
北
ア
ジ
ア
民
族
暴
論
集
、
第
3
集
、

一
九
六
六
年
十
一

月
刊
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ζ

の
研
究
は
昭
和
四
十
|
四
十
一

年
度
科
事
研
究
費
に
よ
る
「
北
ア
ジ
ア

諸
民
族
の
種
族
起
源

・
褒
生

・
系
統
論
及
び
民
族
誌
の
総
合
的
研
究
」
の

研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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